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【Ⅰ．事業活動の概要】 

 

Ⅰ．一 般 情 勢 
 

我が国の経済は、賃上げ率が 2 年連続で 5％を上回るなど「デフレ・コストカット型経 

済」から、その先にある新たな「成長型経済」に移行する段階まできたものの、米国の通 

商政策や中東情勢などの経済リスクを抱えるなか、潜在成長力や個人消費は弱含み、物価 

上昇のなか賃金の伸びが追い付かず、力強さを欠いている。こうした状況に対し、国は生 

活の安全保障・物価高への対応、危機管理投資・成長投資による「強い経済」を実現する 

ため、防衛力と外交力の強化を柱とする「強い経済を実現する総合経済対策」を策定し、

この政策の効果により景気の緩やかな回復を見込んでいる。 

トラック運送業界を振り返ると、令和 6（2024）年 4 月の改善基準告示の改正により、 

トラック運転者の労働環境の改善が迫られ人手不足に拍車がかかるなか、政府においても、

持続可能な物流を維持するための環境整備を強力に推進し、令和 6（2024）年 5 月に公布 

された「改正物流法」による物流関係者への規制強化をはじめ、令和 7 年６月には「トラ 

ック適正化二法」の公布により、トラック運転者の適切な賃金確保とトラック運送業界の 

質の向上等を目指し、「許可の更新制度の導入」「適正原価を下回る運賃・料金の制限」 

「委託次数の制限」「違法な白トラの利用に係る荷主等の取締り」を柱に規制を強化した。 

「改正物流法」は令和 7 年４月から法の全てが施行され、「トラック適正化二法」はその 

一部が施行されている。トラック運送業界は改正された法令により事業運営の改革が求め 

られ、その遵守がトラック運送業界の適正化を進める鍵となっている。 

一方、荷主企業に対する規制の強化では、令和 8 年１月より施行された「改正下請法」 

（以下「取適法」とする。）により、対象取引に「特定運送委託」として荷主とトラック運 

送事業者の取引が新設され、「協議に応じない一方的な代金の決定」「手形支払いの禁止」 

など新たな禁止行為の追加も行われ、サプライチェーン全体で適切な価格転嫁を定着させ 

る「構造的な価格転嫁」の実現への道標となった。トラック運送業界にとって、適切なコ 

ストを運賃・料金へ転嫁するための荷主企業との運賃交渉に大きな追い風となる改正が行 

われた。 

こうした状況のなか、一般社団法人埼玉県トラック協会（以下「埼玉県トラック協会」 

とする。）では、紆余曲折を経て暫定税率の廃止が可決され令和 8 年 4 月 1 日より減税と 

なったものの、中東情勢の緊迫化による原油供給をめぐる問題で、トラック運送業界の危 

機的な状況が懸念されたことから、埼玉県選出の国会議員並びに埼玉県議会議員に対し軽 

油の安定供給を訴え、一般社団法人埼玉県経営者協会、一般社団法人埼玉県商工会議所連 

合会に対し燃料価格高騰に伴う燃料サーチャージ導入への理解促進について要望を行った。 

埼玉県トラック協会では、トラック運送業界の現状や将来を見据えた取組みを迅速に進 

め、従前の課題については深掘りした議論を行い、機動性のある効率的な運営を目指すと 

ともに、政府、公益社団法人全日本トラック協会（以下「全日本トラック協会」とする。）、 

他都道府県トラック協会と意識的連携ができるよう既存事業の見直しや新規事業の展開な 

どを常に検討し、理事会機能の強化を図り会員事業者への支援を徹底し、発展的かつ革新 

- 2 -



的な事業運営を目指してきた。 

 トラック運送事業者の公共的使命を果たすべく、より安定的な輸送力の確保と安心、安 

全で質の高い輸送サービスを提供していくため、埼玉県トラック協会では、安全、環境、 

労働、災害、働き方、経営支援、適正化事業、ドライバーの安全運行の確保等、諸対策を 

積極的に推進した。 

 

Ⅱ．事業活動 
 

１ 会員及び車両状況                   （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

種     別 本 年 度 前 年 度 備   考 

会  員  数 2,468 社 2,444 社 
入会 59 社 

退会 35 社 

車 両 数 

普 通 車 69,601 台 68,747 台 854 台 

小 型 車 3,621 台 3,657 台 －36 台 

計 73,222 台 72,404 台 818 台 

 

２ 主な事業活動 

 【最重点施策】 

（1）物流革新に向けた物流改正法等への対応 

  ① 商慣行の見直しや荷待ち・荷役時間の削減等物流効率化に向けた対応 

   ア. 商慣行の見直しや荷待ち・荷役等の時間削減等物流効率化 

商慣行の見直し及び取引環境の改善による長時間労働及び多重下請構造の是正 

    について 「物流革新に向けた政策パッケージ」の具体的政策に掲げる商慣行の見 

直し、取引環境の改善及び物流の効率化に向け、学識経験者、荷主企業や荷主関係 

団体、更にはトラック運送事業者と関係行政機関である関東運輸局埼玉運輸支局 

（以下「埼玉運輸支局」とする。）と厚生労働省埼玉労働局（以下「埼玉労働局」 

とする。）で組織される「トラック輸送における取引環境・労働時間改善埼玉県地 

方協議会」へ協力し、前年度に実施した会員事業者及び荷主企業に対するアンケー 

ト調査を基に回答事業者に対するヒアリング調査を実施した。令和 8 年 3 月 12 日 

（木曜日）に調査・検証結果について議論を行い、荷主企業との健全な関係構築に 

よる労働時間の改善に向けた取組みについて検討し、来年度に実施するアンケート 

調査内容について検討した。また、今年度は埼玉県もオブザーバーとして参加し、 

「埼玉の持続可能な物流の確保に向けた取組」について説明がされた。 

   イ. 物流改正法及び改正改善基準告示の周知 

     「改正物流法に関する説明会」を令和 7 年 5 月 15 日（木曜日）に開催し、会場 

56 名、Youtube ライブ配信 550 名が参加した。これにより、改正物流法施行に係 

る規制的措置等について会員事業者、荷主企業の理解の深度化を図った。また、改 

正改善基準告示については、告示に関する Q＆A や関係資料など関係行政機関から 

の情報を埼玉県トラック協会ホームページで周知した。 
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   ウ. トラック適正化二法改正に関する説明会の開催 

     「貨物自動車運送事業法の一部を改正する法律」及び「貨物自動車運送事業の 

適正化のための体制の整備等の推進に関する法律(新法)」が令和 7 年 6 月に成立 

し、順次施行される内容を会員事業者が円滑に対応できるよう説明会を開催した。 

○ 開催日時 令和 7 年 9 月 3 日（水曜日） 午後 3 時 30 分 

    ○ 開催場所 ロイヤルパインズホテル浦和 4 階ロイヤルクラウン 

    ○ 内  容 ・演 題 「トラック運送業に関する最近の動向」 

講 師 国土交通省 物流・自動車局 貨物流通事業課  

課長補佐 平 田 伸 一 氏 

           ・演 題 「物流改正法（R7 年 4 月施行）について 

【トラック事業者の取引に対する規制的措置Ｑ＆Ａ等】」 

講 師 関東運輸局 貨物課 課長補佐 山 口 智 之 様  

・演 題 「埼玉の持続可能な物流の確保に向けた取組について」 

講 師 埼玉県産業労働部 産業労働政策課 主幹 相 澤 俊 文 氏 

    ○ 参加者数 240 名 

  ② 多重下請構造の是正と実運送事業者の適正運賃・料金収受に向けた対応 

   ア. 多重下請構造の是正と実運送事業者の適正運賃・料金収受 

トラック運送業界では恒常的な人手不足の状況にあり、加えて「働き方改革関連 

法」によりドライバーの労働環境に制限がされたことから、輸送能力の不足が懸念 

され、賃上げなど労働環境の改善を通じたドライバーの確保が喫緊の課題となって 

いる。長時間労働及び賃金の改善には、適正運賃の収受と荷主企業への対策が必要 

であり、トラック運送業界で内在する運送の再委託を繰り返す多重下請構造により、 

実運送事業者に対する十分な運賃が支払われず、ドライバーへの適正な賃金支払い 

を妨げる一因となっている事から、令和 7 年 6 月 4 日にトラック適正化二法が成 

立し、令和 8 年 4 月より「再委託の制限」が施行され、実運送事業者への適正な運 

賃支払いとドライバーに対する適切な賃金の支払いが期待されている。全日本トラ 

ック協会が作成したリーフレット及び冊子を会報に同封し、多重下請構造の是正と 

適正運賃・料金の収受を周知した。 

  ③ 下請法改正への対応 

   ア. 下請法改正に伴う荷主企業への対応 

改正下請法では、「運送委託の対象取引への追加」「従業員基準の規模要件への 

    追加」「手形払の禁止」「協議に応じない一方的な代金決定の禁止」「面的執行の強 

化」など物価上昇を上回る賃上げに必要な原資の確保や、構造的な価格転嫁の実現 

と、価格転嫁を阻害する商習慣を一掃することを目的に、令和 8 年 1 月より取引の 

適正化に向け下請法が改正され「取適法」が施行された。取適法については、関係 

行政機関等からの情報を荷主企業、会員事業者に対して埼玉県トラック協会ホーム 

ページや会議等で周知を図った。 

   イ. 荷主企業との連携による物流の効率化に向けた取り組み 

荷主企業とトラック運送事業者が協力して取引環境の整備を図り、令和12（2030） 

年に向け物流を取り巻く諸問題について思慮を深めるため物流セミナーを開催し、 

社会保険労務士・行政書士 瀧澤学氏を講師とし「2030 年物流危機への対応策～法 
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改正と労務管理について～」を演題に講演し、荷主企業・会員事業者合わせて 203 

名が受講し、問題解決への一助とした。 

  ④ 時間外労働の上限規制 960 時間及び改正改善基準告示の遵守に係る対応 

   ア. 時間外労働の上限規制 960 時間及び改正改善基準告示の遵守 

     トラック運送業界では、令和６年(2024)年 4 月 1 日より、時間外労働時間の上限 

「原則月 45 時間・年間 360 時間、特別条件でも年間 960 時間」が罰則付きで適用 

され、物流の「2024 年問題」として大きな社会問題として取り上げられた。併せ 

て改善基準告示の改正により、1 日の拘束時間は原則 13 時間以内、1 ヶ月の拘束 

時間は原則 284 時間以内などの制限が課され、法令遵守への対応が課題となった。 

そのため、埼玉労働局による、改正改善基準告示に関する説明会の開催を埼玉県ト 

ラック協会ホームページにより周知し、参加を促すことで会員事業者の理解の深度 

化に努めた。 

イ. 埼玉県貨物自動車運送適正化事業実施機関（以下「適正化事業実施機関」とす 

る。）が行う巡回指導を通じて、高齢者が関係する交通事故について、更なる注意 

喚起を促し、時間外労働時間の上限規制の遵守に向け長時間労働の是正、過労運 

転に伴う交通事故防止への指導・監督の徹底に向けた啓発資料を作成・配布をした。 
 

（2）改正「標準的な運賃・標準運送約款」の活用等による適正なコスト収受等転嫁対策の 

推進 

① 改正「標準的な運賃」及び「標準運送約款」の周知並びに「標準的な運賃」の活用 

と原価管理の徹底等による適正なコスト収受等転嫁対策の推進 

ア. 改正「標準的な運賃」及び「標準運送約款」届出推進及び適正運賃・料金収受等 

転嫁対策の推進 

○ 標準的な運賃の活用に向けた取り組み 

    国土交通省が告示した「標準的な運賃」の収受に向けて、標準的な運賃の構造 

と運賃交渉の進め方等に関する「適正原価管理の実現に向けた標準的運賃活用セ 

ミナー」を 2 回開催し、令和 7 年 12 月 12 日（金曜日）に 37 名、令和 8 年 1 月 

16 日（金曜日）には 35 名が受講した。また、より実践的にパソコンを活用して 

実際に計算する「運賃交渉のための原価計算実践セミナー」を 2 回開催し、令和 

７年 5 月 26 日（月曜日）に 18 名、令和７年 6 月 27 日（金曜日）には 21 名が 

受講した。 

○ 適正化事業実施機関による改正「標準的な運賃」及び「標準運送約款」届出推 

進 

適正化事業実施機関が行う巡回指導を通じて、巡回指導の終了後に「標準的な 

運賃」及び「標準運送約款」の届出状況を確認し、未届出事業者については輸送 

の安全確保及び事業の適正な運営、人材確保には、適切なコストを価格転嫁し適 

正な運賃収受が重要である旨を説明し、「標準的な運賃」及び「標準運送約款」 

の届出促進に努めた。 

 
 

（3）大規模自然災害等の発災時等における緊急輸送体制の確立 

  ① 大規模自然災害等の発災時における緊急輸送体制確立の推進 
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ア. 大規模自然災害等の発災時の迅速・円滑な対応 

大規模自然災害等の発災時に迅速・的確な緊急支援物資輸送を行うため、九都県 

    市防災訓練をはじめとする各種訓練等へ参加・協力し、緊急時対応力の向上を図っ 

た。 

【九都県市物資輸送訓練参加】 

○ 実 施 日 令和 7 年 7 月 23 日（水曜日）～10 月 26 日（土曜日） 

○ 担当支部 浦和支部、大宮支部、岩槻支部、久喜支部  

   【国のプッシュ型支援対応 埼玉版 FEMA 実働訓練】 

○ 実 施 日 令和 8 年 1 月 30 日（金曜日） 

○ 実施会場 くまがやドーム 

    ○ 受託業務 物資の搬出入及び輸送、フォークリフトのオペレーション 

【三県（埼玉県、群馬県、新潟県）合同防災訓練参加】 

○ 実 施 日 令和 8 年 2 月 7 日（土曜日） 

○ 実施会場 群馬県 

     【緊急物資輸送訓練助成金の交付】  5 支部 

イ. 大規模自然災害等の発災時における埼玉県・市町村との連携強化 

埼玉県トラック総合教育センター（以下「総合教育センター」とする。）を、「広 

域支援拠点」とする協定を令和 5 年 9 月 6 日に埼玉県と締結し、大規模自然災害等 

の発災時、緊急支援物資等の集積場所や全国からの警察、消防等の救援部隊の集結 

場所として活用していくこととした。さらに、災害発生時の円滑な緊急支援物資輸 

送の確保を図るため、埼玉県トラック協会及び埼玉県トラック協会各支部（以下「協 

会各支部」とする。）と埼玉県及び各市町村で、緊急支援物資輸送拠点施設の現場 

確認を令和 5 年度より開始し、災害発生時の搬出入口や利用できる設備、備蓄状況 

等の把握や確認、施設台帳の作成を行い、情報を共有し連携強化を図った。 

○ 埼玉県トラック協会、熊谷支部と埼玉県 

  熊谷防災基地                令和 7 年 6 月 3 日（火曜日） 

○ 鴻巣支部と桶川市   桶川市サン・アリーナ  令和 7 年 6 月 23 日（月曜日） 

○ 越谷支部と越谷市   越谷市立地域スポーツセンター 

  令和 7 年 6 月 30 日（月曜日） 

○ 春日部支部と 

春日部市  春日部市民体育館       令和 7 年 10 月 28 日（火曜日） 

○ 所沢支部と所沢市    

所沢総合食品地方卸売市場         令和 7 年 11 月 21 日（金曜日） 

〇 秩父支部と秩父市  歴史文化伝承館     令和 7 年 12 月 18 日（木曜日） 

〇 久喜支部と久喜市  久喜市総合運動公園   令和 8 年 3 月 13 日（金曜日） 

〇 本庄児玉支部と 

本庄市 本庄市シルクドーム    令和 8 年 3 月 17 日（火曜日）   

 

② 大規模自然災害等の発災時に備えた災害物流専門家の育成 

   ア. 災害物流専門家の育成・増員 

大規模自然災害等の発災時における緊急支援物資輸送では、物資集積拠点にお 
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ける支援物資の仕分け、管理、輸送等が適切に運用できず、避難所等への円滑な緊 

急支援物資輸送に支障をきたす事例の発生が課題となっている。そのため大規模自 

然災害等に備え、緊急支援物資の仕分け、管理、輸送等の知識を有する専門家の育 

成を進めてきた。発災に伴う自治体の要請に基づき専門家を派遣することにより、 

避難所等への円滑な緊急支援物資輸送を行うため、全日本トラック協会の協力を得 

て災害物流専門家研修を開催し、計 56 名の災害物流専門家を育成し、累計育成者 

は 174 名となった。 

【第１回】 

○ 開 催 日 令和 7 年 6 月 25 日（水曜日）～26 日（木曜日） 

○ 開催場所 埼玉県トラック総合会館  6 階大会議室 

○ 受講者数 育成専門家 20 名 その他オブザーバー参加 自治体職員 5 名 

【第２回】  

○ 開 催 日 令和 7 年 10 月 6 日（月曜日）～7 日（火曜日） 

○ 開催場所 埼玉県トラック総合会館  6 階大会議室 

       ○ 受講者数 育成専門家 36 名 その他オブザーバー参加 自治体職員 4 名 

  ③ 災害発生時及び事故災害発生時の支援の推進 

   ア. 埼玉県特別機動援助隊（埼玉 SMART）への支援 

大規模自然災害や事故等の局地災害発生時に迅速に出動して、災害医療活動が 

円滑に行えるよう埼玉県特別機動援助隊（埼玉 SMART）の登録機関（草加市立病 

院）へ活動用車両１台を贈呈し、令和 8 年 2 月 6 日（金曜日）に贈呈式を行った。 

  ④ 災害発生時に被災した会員事業者支援の推進 

   ア. BCP（事業継続計画）策定支援 

   災害などの緊急事態に遭遇した場合において、被害を最小限にとどめつつ、中核 

となる事業の継続あるいは早期復旧を可能とするために、平常時に行うべき活動や 

緊急時における事業継続のための手法、手段などを取り決めておく BCP（事業継 

続計画）の活用を働きかけた。 

【BCP（事業継続計画）策定支援セミナ－】 

○ 開 催 日 令和 7 年 7 月 23 日（水曜日） 

○ 開催場所 埼玉県トラック総合会館 

○ 講  師 ・関東流通サービス株式会社 代表取締役 西 野  進 氏 

・公益財団法人埼玉県産業振興公社  

BCP アドバイザー 塩 谷  健 氏 

       ○ 受講者数 会場 13 名 WEB 視聴 19 名    

⑤ 鳥インフルエンザ発生時の埼玉県からの要請による物資輸送 

    令和 7 年 12 月 30 日（火曜日）に嵐山町で鳥インフルエンザが発生し、殺処分に 

   係る密閉容器の輸送について埼玉県から要請があり、年末年始で要請から輸送まで時 

間が無い中、下記事業者の協力により密閉容器各 15,000 個を大型車両で２往復輸送

を行った。 

【第 1 回】 

○ 輸送実施日 令和 7 年 12 月 31 日（水曜日） 

    ○ 輸送事業者 株式会社富士興（熊谷支部） 代表取締役 古 屋  武 氏 
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【第 2 回】 

○ 輸送実施日 令和 8 年 1 月 2 日（金曜日） 

○ 輸送事業者 埼玉牛乳運輸株式会社（寄居支部）代表取締役社長 金井 晃氏 

  ⑥ その他防災、災害対策に資する取り組みの推進 

   ア. 能登半島地震時の支援物資輸送の状況視察 

過去の大規模自然災害等の発災時の緊急支援物資輸送の課題対応や埼玉県及び 

    市町村並びに関係機関との連携強化なども踏まえ、緊急支援物資輸送をより強化 

するため、能登半島地震時の支援物資輸送の状況視察を行った。 

○ 実 施 日 令和 7 年 12 月 2（火曜日）～3 日（水曜日） 

○ 視 察 先 【一般社団法人石川県トラック協会】 

            ・支援物資輸送の状況及び課題と対応 

            ・災害物流専門家の取組状況 

           【石川県河北郡内灘町】 

             ・被災状況 

            ・支援物資輸送の状況及び課題と対応 

            【石川県産業展示館】 

            ・広域支援物資拠点施設としての施設概要 

            ・支援物資の搬入搬出状況及び課題と対応 

イ. 茨城県トラック総合会館（防災センター）の視察 

令和 7 年 12 月 17 日（水曜日）第 4 回災害対策・施設運営委員会を茨城県トラ 

ック総合会館（防災センター）（茨城県水戸市）で開催し、併せて施設の視察を行 

った。一般社団法人茨城県トラック協会専務理事齋藤氏より、東日本大震災後に茨 

城県からの要請を受け、茨城県トラック総合会館の移設時に防災センター機能を付 

加した状況や、茨城県トラック総合会館内の防災施設について説明があり、その後 

災害対策室や広大な駐車場（ヘリポート）、同敷地内の茨城県央総合防災センター 

等を視察した。 

   ウ. 災害時対応発電機等の導入促進 

〇 災害時対応発電機等助成 

      日頃から災害に備える会員事業者支援として「災害時対応発電機」及び「防災 

備品」の購入に対し購入費用の一部を助成した。 

  ・発電機、防災用品に対する助成  102 件 4,641,000 円 
 

（4）交通事故防止、飲酒運転根絶及び労災事故防止の推進 

● 交通事故防止対策 

  ① 事業用トラックによる交通事故実態の把握と要因分析及び事故防止対策の啓発 

   ア. 車輪脱落事故防止対策の推進 

○ 車輪脱落防止用トルクレンチ助成 

      近年大型車両の車輪脱落事故が増加している状況を踏まえ、タイヤ履き替え時 

の車輪脱落防止対策として、適切なホイールナット締付に必要なトルクレンチの 

購入に対し費用の一部を 19 事業者に助成した。また、車輪脱落事故防止の啓発 

として、「車輪脱落事故防止セミナー」を総合教育センターで令和 7 年 9 月 16 日 
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（火曜日）、令和 7 年 9 月 25 日（木曜日）の 2 回開催し、92 名が受講しタイヤ脱 

着時における事故防止対策を図った。 

   イ. 日常点検等による車輪脱落事故防止対策 

事故防止研修の一環として、令和 8 年 1 月 22 日（木曜日）に「トレーラの安 

    全な使用及び関係法令改正に係わる研修会」を開催し、車輪脱落事故の再発防止 

のための点検整備の重要性と、トレーラの安全装置（ABS 及び横転抑制装置）の 

有効性について動画を用いた説明と、令和 4 年 4 月 1 日に施行された新たな特殊 

車両通行制度等、最近の関係法令の改正内容について解説し 39 名が受講した。 

   ウ. データ活用による事故防止対策及び交通安全教育の推進 

埼玉県内における事業用トラックが第一当事者となる死亡事故を防止するため 

に、潜在的な危険個所及び重傷・死亡交通事故発生場所を抽出したヒヤリマップを 

作成し、会員社事業者へ情報提供を行うとともに、埼玉県トラック協会ホームペー 

ジ内にヒヤリハットの専用ページを新たに開設し、安全教育の教材として効果的な 

活用を推進した。 

   エ. 過積載運行防止の推進 

過積載による行政処分件数は減少傾向にあるものの、未だ過積載による運行は 

    根絶されず、最大積載量を超える運行は車両の制動距離等にも大きく影響し、重大 

    事故の原因ともなり得る。また、「2024 年問題」に伴う輸送力低下を背景に、過積 

載の違反件数は高止まりの傾向が指摘されているが、交通事故防止及び道路環境保 

全の観点から根絶しなければならない課題となっている。そのため、トラック運送 

事業者及び荷主企業に安全運行の重要性を働きかけるべく、埼玉県内に事業所を有 

する全てのトラック運送事業者から荷主企業に関する情報を収集し、埼玉運輸支 

局・埼玉県・埼玉県警察本部の協力の下に、荷主企業 142 社に対し、過積載運行防 

止に関する協力要請文書を送付し過積載運行防止に努めた。 

   オ. 大雪時の安全確保及びスリップ事故等の防止 

トラック運送事業者は、大雪時に輸送の安全確保に支障が生じる恐れのあると 

きは、運行の中止等の指示及び冬用タイヤ装着と滑り止め装置の携行等、輸送の安 

全確保に必要な措置が求められていことから、大雪時のトラック立往生防止対策及 

びスリップ事故を防止するための、タイヤチェーン購入に対し、費用の一部を助成 

し、降雪時における事故防止に努めた。 

   カ. 協会各支部における交通安全活動の促進 

○ 協会各支部への支援対策として、支部活動の活性化を促すため、8 支部に対し 

交通安全研修等の開催費用の一部助成を行った。 

   キ. 「交通安全大会」「さいたまトラックファミリーフェア 2025」の開催 

○ 交通事故防止及び労働災害防止への啓発として開催している「交通安全大会」 

は、一般社団法人埼玉県バス協会、一般社団法人埼玉県乗用自動車協会、埼玉県 

倉庫協会の 3 団体との共催により 493 名の参加による開催となった。また、「さ 

いたまトラックファミリーフェア 2025」は、昨年に続き総合教育センターにお 

いて開催し、約 6,600 名の来場者が訪れ、交通・労働災害防止を推進した。 

      ク．「交通安全川柳コンテスト」の開催 

○ 交通安全や交通事故防止への気運を醸成するため、第 5 回目となる「交通安全 
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川柳コンテスト」を開催し、交通安全部門 630 句と車輪脱落事故防止部門 270 句 

合わせて、900 句の作品が寄せられた。令和 7 年 9 月 19 日（金曜日）開催の交 

通安全大会において、埼玉県トラック協会交通安全大使である林家たい平師匠を 

お招きして入賞 13 作品に対する表彰式を開催した。 

   ケ. 事故防止研修、安全運転コンクール及びトラックドライバー・コンテストの開催 

○ 交通事故防止対策として、会員事業社内での安全意識の高揚を図ることを目 

的とした、安全運転コンクールを開催した。263 事業者 1,042 チームが参し、 

優秀事業所表彰 219 事業所 629 チーム、優良事業所表彰 12 事業所 16 チーム 

が受賞した。 

○ 事業用トラックにおける事故の傾向と防止対策を推進するため令和 8 年 2 月 

4 日（水曜日）「プラン 2025 目標達成フルセミナー」を開催し 35 名が受講し 

た。 

   コ. 交通事故防止に係る安全教育の推進及び視野障害による交通事故防止 

○ 会員事業者への交通安全教育用教材としている DVD の貸出し事業について 

は、交通関係 111 枚、健康関係 12 枚、災害関係６枚を在庫として取り揃え、会 

員事業者延べ 135 事業者 434 枚の貸出しを行い社内教育の一助とした。また、 

総合教育センターでの受け取りを可能とし、会員事業者の利便性の向上に努めた。 

     サ. 関係行政等の行う事業の賛同・後援 

○ 埼玉県警察が推進する「飲酒運転根絶・KEEP38 プロジェクト」及び「歩行者・ 

高齢者の事故防止対策」に賛同し、「KEEP38 プロジェクト」の周知・賛同を促 

すためポスターを作成し会員事業者へ配布した。また、模範運転の周知及び夜間 

における交通事故防止を図るため、埼玉県警察が行う諸施策に協力したほか、春 

の全国交通安全運動【令和 7 年 4 月 6 日（日曜日）～4 月 15 日（火曜日）】、秋 

の全国交通安全運動【令和 7 年 9 月 21 日（日曜日）～9 月 30 日（火曜日）】及 

び埼玉運輸支局が行う年末年始輸送安全総点検【令和 7 年 12 月 10 日（水曜日）～ 

令和 8 年 1 月 10 日（土曜日）】について、会員事業者に会報、ホームページによ 

り広報した。更に、秋の全国交通安全運動に合わせ、昨年に引き続き FM NACK5 

の番組とのコラボレーションを企画し、令和 7 年 9 月 26 日（金曜日）放送の 

「FUNKY  FRIDAY 秋の全国交通安全運動スペシャル」番組において、交通安 

全の広報や埼玉県トラック協会が行う様々な取り組みについて情報発信を行っ 

た。 

○ 埼玉県との連携による高齢者の交通事故防止のための取り組みとして、民生委 

員及び交通安全母の会会員が行っている県内高齢者世帯への訪問時に配布する 

交通事故防止用反射材を 273,000 個作成し、高齢者が関係する交通事故防止に努 

めた。 

○ 埼玉県との連携による自転車等の交通安全啓発として、新高校１年生向けとし 

て自転車・電動キックボードの交通ルールや安全な利用に関するリーフレットを 

62,000 部作成・配布し、自転車等が起因する交通事故防止を推進した。 

  ② 飲酒運転根絶及び違法薬物使用禁止に向けた取り組みの強化 

   ア. 飲酒運転根絶対策の推進 

事業用トラックによる酒気帯び運転による事故は根絶されず、令和 6（2024）年 
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5 月群馬県伊勢崎市での 4 人死傷事故など社会的影響が大きい重大事故が発生し、 

再発防止対策としてアルコール検知器による点呼の義務化や飲酒運転をしたドラ 

イバー及びトラック運送事業者への行政処分が強化された。飲酒運転を根絶すべく、 

協会各支部の行う研修等で活用できるよう酩酊体験ゴーグル貸し出し、飲酒状態で 

の的確な判断が出来ない危険性を疑似体験してもらうことにより、飲酒運転根絶を 

推進した。 

   イ. 違法薬物使用禁止の再徹底 

違法薬物が身体に与える影響や薬物使用が重大な事故につながる恐れがあるこ 

とから、事業用トラックドライバーの違法薬物使用根絶のため、適正化事業実施機 

関が行う巡回指導を通じて、ドライバー教育の際に「一般的な指導及び監督の実施 

マニュアル」等を活用した教育を行い、違法薬物を使用しない環境づくりへの働き 

かけを行い、違法薬物使用による事故の根絶を周知した。 

  ③ 安全対策機器等の普及促進 

   ア. 安全対策機器等導入に係る助成事業 

安全対策機器を活用した交通事故防止の推進を図るため、各種安全対策機器の 

導入助成、チェーン規制対応助成（安全対策）及び飲酒運転防止装置（アルコール 

検知器）等への助成を以下のとおり行った。 

○ 後方視野確認支援装置・側方視野確認支援装置              942 器 

     ○ デジタルタコグラフ・ドライブレコーダー                   2,050 器   

     ○ 車庫内事故防止装置                         19 器               

     ○ 飲酒運転防止装置（記録型 24、遠隔地型 30、車載器型 106、管理用機器 4 ） 

     164 器 

○ タイヤチェーン                   92 事業者 124 台 

○ 自動点呼機器                        132 器 

   イ. 事業所内事故及び盗難防止対策 

事業用トラックの認可車庫内での事故防止及び車両盗難防止対策の推進を目的 

として、車庫内監視装置の設置、搭載装置の導入 23 器に対し費用の一部を助成し 

会員事業所内事故及び盗難防止に努めた。 

  ④ 運行管理の高度化への対応 

   ア. 運行管理の高度化推進への取り組み 

トラック運送事業者は、輸送の安全確保のため営業所ごとに運行管理者を配置 

し、ドライバーに対し乗務前後の点呼や運行中に必要な指示等を原則対面で行って 

いるが、近年、運行管理に活用可能な情報通信技術（ICT）が発展し、運行管理に 

おける安全性向上、労働環境改善、人手不足の解消に向けた手段として ICT の活 

用が進められている。そのため、 IT 点呼、遠隔点呼、自動点呼の機器導入 132 器 

に対し費用の一部を助成し会員事業者における業務の効率化及び生産性向上に努 

めた。また、IT 点呼、遠隔点呼、自動点呼の普及及び導入促進を目的に「交通安全 

大会」の開催会場に機器展示ブースを設置し、機器の紹介・周知を図った。 

  ⑤ 「運輸安全マネジメント」の普及拡大促進 

   ア. 運輸安全マネジメント普及拡大 

「安全性に対する取組の積極性」のサンプル集及び安全性優良事業所（G マーク） 
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（以下「G マーク」とする。）の認定要件である運輸安全マネジメント制度の普及 

啓発を図るため資料を作成、周知するとともに、運輸安全マネジメントセミナーを 

令和 7 年 6 月 12 日（木曜日）に開催し、運輸安全マネジメント制度の「ガイドラ 

イン」について説明し、98 名が受講した。 

  ⑥ 駐車問題見直しへの対応 

   ア. 貨物集配中の貨物自動車に係る駐車規制の見直し 

国民生活を支えるライフラインとして輸送サービスが年々増加傾向にある中、 

貨物集配時のトラック駐車場所確保及び駐車規制緩和への要望等により、貨物集配 

中のトラックに対する駐車規制は徐々に緩和され、駐車スペースの整備も進んでい 

るが、未だ十分な状況ではないことから、関係行政機関に対し要望活動を行った。 

  ⑦ トラックドライバー・コンテストの実施 

   ア. 全国トラックドライバー・コンテストへの参加 

○ 交通安全意識の高揚と運転技術向上を図るため令和 7 年 8 月 3 日（日曜日） 

トラックドライバー・コンテスト埼玉県予選大会を開催し、13 事業者 48 名が 

参加した。上位入賞者 4 名に対し、全国大会に向けた事前練習会（法令走行、 

課題走行）を総合教育センターにおいて実施した。 

 ● 労働対策 

  ① 健康状態に起因する事故防止対策及び過労死防止対策の推進 

   ア. 健康状態に起因する事故防止対策の推進 

事故予防管理事業として実施している、健康を起因とする事故防止対策につい 

ては、睡眠時無呼吸症候群スクリーニング検査助成を 2,802 名、事故予防健康管理 

推進事業（健康診断・高年齢診断助成）を 23,531 名に対し行い、事故予防対策に 

努めたほか、定期健康診断の活用方法、睡眠時無呼吸症候群の基本知識及び高齢ド 

ライバーの運転について演題とした「健康管理セミナー」を令和 7 年 9 月 11 日（木 

曜日）に開催し、75 名が受講した。 

イ．過積載運行及び過労運転防止の推進 

適正化事業実施機関が行う巡回指導を通じて、重大事故の要因となる過積載運 

行及び過労運転の防止や近年増加傾向にある整備不良等による大型車の車輪脱落 

事故防止について指導するとともに、従業員の健康管理の必要性を指導し、日常 

に点呼を行う際の健康状態、健康診断に基づく健康管理の徹底について啓発を行 

った。 

   ウ. 過労運転に伴う交通事故防止の推進 

適正化事業実施機関が行う巡回指導を通じて、過労運転に伴う事故防止に向け、 

国土交通省が作成した「自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う 

一般的な指導及び監督の実施マニュアル」を巡回指導時に配布し、啓発活動を行 

うとともに指導を実施した。 

  ② 労働災害防止対策の推進 

   ア. 労働災害防止対策の推進 

熱中症の重篤化を防止するため、労働安全衛生法が改正され、令和 7 年 6 月 1 

日より施行された。この改正により熱中症を生ずる作業を行う際に①「熱中症の自 

覚症状がある作業者、その作業者を見つけたもの」がその旨を報告する体制の周知 
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②「作業からの離脱、身体の冷却、必要に応じて医師の診察又は処理、事業場にお 

ける緊急連絡網、緊急搬送先の連絡先及び所在地」など、熱中症の症状悪化を防止 

するために必要な措置に関する内容や実施手順を事業場毎に定め、関係者に周知す 

ることとされている。近年の温度上昇に伴い熱中症のリスクが高まっているため、 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会埼玉県支部（以下「陸災防埼玉県支部」とする。） 

と合同で「熱中症予防対策セミナー」を令和 7 年 6 月 9 日（月曜日）に開催し、94 

名が受講した。また、過労死や健康起因事故の現状を知りドライバーが健康である 

ために、管理者がドライバーに生活習慣の改善等をどう促すかの手法を学ぶための 

「過労等防止対策セミナー」を令和 7 年 10 月 8 日（水曜日）に開催し、42 名が受 

講した。 

③ 働きやすい職場認証制度（運転者職場環境良好度認証制度）の広報及び一部助成 

   トラック運送業界では、慢性的な人手不足が深刻化しており、ドライバーの労働条 

件や労働環境を改善するとともに、ドライバーを確保し、育成していくことが重要な 

課題となっている。国土交通省が創設した「働きやすい職場認証制度」は、職場環境 

改善に向けた事業者の取り組みを「見える化」することで、求職者のドライバーへの 

就職を促進し、事業者の人材確保の取り組みを後押しすることを目的とした制度であ 

り、新たに認証を受けた 14 社に対して費用の一部助成を行った。 
 

（5）トラック・物流 G メンと G メン調査員の連携による荷主対策の深度化推進 

  ① トラック・物流 G メンと G メン調査員の連携による荷主対策の深度化推進 

   ア. G メン調査員業務の積極的な推進 

令和 5 年 7 月に発足したトラック G メンは、令和 6 年 11 月 1 日より、情報収集 

機能の強化を図り、物流産業全体の取引適正化を進めるため、トラック G メンを 

「トラック・物流 G メン」へ改組し体制を拡充し、令和７年 10 月・11 月の集中 

監視月間に荷主及び元請等に対し、勧告 1 件・要請 7 件・働きかけ 363 件の法的 

措置を実施するなど、着実に成果を挙げている。一方、荷待ち時間の削減等にあた 

り、倉庫業の取り組みは寄託者である発・着荷主協力が必要であり、サプライチェ 

ーン全体の取引環境を適正化するために倉庫業者からの意見聴取や情報収集も必 

要な状況になっている。このような状況を踏まえ、令和６年 8 月には荷主対策等の 

深度化を図るため、政令により適正化事業実施機関が適正化事業調査員（以下 G 

メン調査員とする）に選任されたことにより「トラック・物流 G メン」と連携し、 

巡回指導等を中心に情報収集体制の強化に務めた。 
 

（6）燃料高騰対策等の促進 

  ① 燃料サーチャージ導入の促進 

   ア. 燃料サーチャージ導入に伴う届出の促進 

燃料価格高騰や物価高騰により物流コストも年々増加し、自由民主党、公明党、 

国民民主党の 3 党合意により軽油引取税の暫定税率廃止の法案が提出されたが、衆 

議院の解散により廃案となったものの、日切れ法案として新たな政権の元、再び暫 

定税率の廃止が可決され令和 8 年 4 月 1 日より減税となった。しかし、燃料価格は 

減税効果を打ち消すほどの高値圏で横ばいとなり標準的な運賃算出の燃料価格と 
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は差異があることから、適正化事業実施機関が行う巡回指導を通じて、巡回指導の 

終了後に「燃料サーチャージ」の届出状況を確認し、未届出事業者については輸送 

の安全確保及び事業の適正な運営、人材確保には、適切なコストを価格転嫁し適正 

な運賃収受が重要である旨を説明し、「燃料サーチャージ」の届出促進に努めた。 

② アメリカ・イスラエルのイラン攻撃による燃料高騰への対応 

   ア．令和 8 年 2 月 28 日（土曜日）にアメリカとイスラエルによるイランへの武力攻 

撃が始まりホルムズ海峡が事実上封鎖された。原油供給の殆どを中東地域に依存 

する日本のトラック輸送は、現状が続けば国内経済、国民生活に多大な悪影響を 

与えることが予想されることから国会議員及び荷主団体等に対して陳情・要望を 

行った。 

   【国 会 議 員】 

    ○ 陳 情 日 令和 8 年 3 月 18 日（水曜日） 

○ 場  所 衆議院第 2 議員会館 

○ 議 員 名 田中良生衆議員（元経済産業大臣政務官） 
 

○ 陳 情 日 令和 8 年 3 月 18 日（水曜日） 

○ 場  所 自由民主党本部 

○ 議 員 名 新藤義孝衆議員（元経済産業副大臣） 

    ○ 陳情内容 ・備蓄原油放出の方針が出されましたが、混乱が長期化した場合 

の対策も検討 

・外販向け(インタンク等)への供給の滞りを防ぐとともに燃料費 

急騰に対する支援など 

・燃料元売り各社の売り渋り、便乗値上げが起こらないよう監視の 

強化 

【埼玉県議会議員】 

○ 陳 情 日 令和 8 年 3 月 18 日（水曜日） 

○ 場  所 埼玉県議会議事堂  

○ 議 員 名 小島信昭県議（自由民主党埼玉県支部連合会幹事長） 

○ 陳情要望内容：上記と同じ 

 

【荷主団体】 

○ 要 望 日 令和 8 年 3 月 12 日（木曜日） 

○ 場  所 埼玉県トラック総合会館 2 階 会長室  

○ 団 体 名 一般社団法人埼玉県商工会議所連合会 

○ 要望内容 「燃料サーチャージ」の導入とその交渉 
 

○ 陳 情 日 令和 8 年 3 月 18 日（水曜日） 

○ 場  所 大宮ソニックシティ  

○ 団 体 名 一般社団法人埼玉県経営者協会 

○ 要望内容 上記と同じ 

   イ．全日本トラック協会による「燃料価格高騰等経営危機突破総決起大会」の開催 

     中東情勢の緊迫化による原油価格の急騰並びに燃料供給のひっ迫状況等により、 
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事業経営に大きな影響を及ぼすことが懸念され、中小トラック運送事業者が大半 

を占めるトラック運送業界では、多くの事業者の経営状況は悪化の一途を辿って 

いるため、全日本トラック協会を先頭に、全国ハイヤー・タクシー連合会並びに 

日本バス協会と合同で、陸上交通機関３団体が三位一体となって、経営危機の突 

破に向けて「燃料価格高騰等経営危機突破総決起大会」が開催され、埼玉県トラ 

ック協会より 20 名が参加した。 

    ○ 開 催 日 令和 8 年 3 月 27 日（金曜日） 

○ 場  所 自由民主党本部 8 階大ホール 

○ 参 加 者 国会議員及びトラック運送業界関係者  

約 650 名 
 

（7）多様な施策による良質なドライバーの人材確保及びマナー教育の推進 

  ① 若年層、女性及び高齢者の採用等を含めた労働力確保及び育成教育・定着対策の推 

   進 

   ア. 若年層、女性及び高齢者の採用等を含めた労働力確保及び育成教育・定着対策 

労務管理、人材確保及び健康管理等の一助とするため、「トラック運送事業者の 

ための人材確保・労働環境改善セミナー」を令和 8 年 2 月 18 日（水曜日）に開催 

し 52 名が受講した。また、ドライバー不足解消への一助とするため、大型、中型 

等上位免許取得に対する費用の一部助成事業を引続き実施した。 

○ 大型自動車免許取得助成                    302 名 

○ 中型自動車免許取得助成                    138 名 

○ 準中型自動車免許取得助成                    70 名 

○ けん引自動車免許取得助成                     41 名 

イ. フォークリフト運転技能講習及び従事者安全教育に対する費用の一部助成事業 

労働災害事故防止の基本となる、フォークリフトの正しい運転技能を習得する 

ためフォークリフト運転技能講習修了証の取得者に費用の一部を助成するととも 

に、安全な荷役作業行うため荷役作業に必要な技能講習修了者に対しても講習費用 

の一部を助成した。また、荷役災害における墜落・転落・激突等の労働災害を防止 

するため、テールゲートリフターに係る講習費用の一部助成を行った。 

  ○ フォークリフト運転技能講習                  272 名 

  ○ フォークリフト運転従事者教育                  19 名 

  ○ はい作業主任者技能講習                      2 名 

  ○ テールゲートリフター特別教育講習                 0 名 

  ○ テールゲートリフター インストラクター養成講習          10 名 

   ウ. 協会各支部開催の人材確保事業への対応 

トラック運送業界の人手不足は、令和６(2024)年 4 月の時間外労働時間上限規 

制（2024 年問題）により深刻化しており、慢性的な人手不足により令和 12（2030） 

年には約 34％の輸送能力が不足し、国内物流の停滞が危惧されている。人手不足 

解消対策として賃上げ、荷待ち時間の削減、デジタル化等による効率化が急務とな 

っており、人手不足解消に対応するため、協会各支部で実施する人材確保対策事業 

に係る経費の一部を助成し、人材確保対策に努めた。 
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    〇 就職相談会に関する助成                   1 支部 

  ② 特定技能制度による外国人ドライバーの円滑な受入れに向けた対応 

   ア. 特定技能制度による外国人ドライバーの円滑な受入れ 

令和 6 年 3 月よりトラック運送業で「特定技能 1 号」の外国人採用が解禁され、 

    人手不足解消（2024 年問題）対策として期待されている。但し、日本語能力試験 

（JLPT） N4 程度（基本的な日本語を理解することが出来るレベル）の日本語能力 

と中・大型免許が必須となり、雇用には特定技能協議会への加入や、生活・業務支 

援が義務付けられ、トラック運送業界への雇用には課題がある。そのため、全日本 

トラック協会と連携し、特定技能制度の見直し等に関する情報を収集し、埼玉県ト 

ラック協会のホームページを活用して会員事業者に対し情報提供に努めた。 

  ③ 事業後継者等育成の推進 

   ア. 物流経営士課程修了者への助成事業 

トラック運送業界の次代を担う後継者育成は、業界にとって重要な課題である。 

しかしながら、燃料費の高騰、働き方改革や環境問題への対応、深刻なドライバ 

    ー不足等の厳しい経営環境の中で、物流環境は産業・消費・流通等の構造変化や、 

IT の高度化など物流体系の変革等ダイナミックに変貌しようとしており、後継者 

の育成は、単にトラック運送業界での経験を積むことでは難しくなった。こうした 

状況を踏まえ、経営の基礎から近代的な経営体質の構築を目指し幅広い知識が学べ 

る一般社団法人東京都トラック協会（以下「東京都トラック協会」とする。）が主 

催する「物流経営士課程」への参加を促し、令和 7 年度募集分では 3 名に対し経費 

の一部を助成し支援に努めた。 

   イ．青年部会の後方支援 

     青年部会は、協会各支部青年部会を連合し、次世代を担う青年経営者の育成と 

部会員相互の情報共有、活動の活性化を図り、協会各支部・ブロックの枠組みを超 

え、業界の社会的地位の向上・発展のために研修会や社会貢献活動等の諸事業を展 

開している青年部会に対して、助成金を交付し支援に努めた。 

   ウ. 中間管理者層（ミドルマネジメント）研修（半日研修）の令和 8 年度開催に向け 

た検討 

   総務委員会において、中間管理者層に向けた研修の開催を検討した結果、令和 

8 年度に 3 つのテーマに絞り半日研修を 3 回開催することとした。 

エ．「マネジメント アカデミー2025」を開催 

      2024 年問題や貨物自動車運送事業法改正、燃料・物価高騰、人材確保等、トラ 

ック運送業界に関わる問題は山積するなか、次代を担う若手経営者並びに後継者の 

育成と自社の経営計画を考え、持続可能な未来の経営を創造する勉強会・交流会を 

5 回開催（毎月 1 回、1 泊 2 日を含む）し、25 名が参加した。 

【第 1 回】 

○ 開催日時 令和 7 年７月２5 日（金曜日）午後１時 00 分 

○ 開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 6 階大会議室 

○ オリエンテーション 株式会社ＮＸ総合研究所 赤 尾 幸 彦 氏 

○ 勉強会の部 
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・ 経営理念に基づいた事業計画策定と成長戦略 

    講 師 清水運輸株式会社 代表取締役 清 水 英 次 氏 

       【埼玉県トラック協会 総務委員会 副委員長】 

・ 物流業を取り巻く環境変化と近未来の物流業の対応について 

講 師 流通経済大学 流通情報学部 教授 大 島 弘 明 氏 

・ コンプライアンスに必要な知識 

講 師 埼玉県運輸支局 運輸企画専門官（輸送担当）橋 本 浩 太 氏 

・ ディスカッション及び演習 

○ 交流会の部 

【第 2 回】 

○ 開催日時 令和 7 年８月 26 日（火曜日）午後１時 00 分～                                                      

                            ８月 27 日（水曜日）午後 4 時 30 分 

○ 開催場所 ・MFLP ICT LABO 2.0/ MFLP 船橋Ⅲ 

・一般社団法人 千葉県トラック協会 

・TKP ガーデンシティ幕張 

○ カリキュラム 

【視察研修 8 月 26 日(火曜日)】 

・ 視 察 先 最新物流施設等視察 MFLP ICT LABO 2.0  

/ EC 自動化物流センター/MFLP 船橋Ⅲ 

                   一般社団法人 千葉県トラック協会 

【交 流 会】 

・ 交流会場 TKP ガーデンシティ幕張 46F ホテル棟 「セーヌ」 

【勉強会 8 月 27 日(水曜日)】 

   ・ 会  場 TKP ガーデンシティ幕張 １F 宴会棟 「旭」 

  ・ 演    題  「財務状況の見方」 

「標準的な運賃の活用方法」 

「ディスカッション演習」 

「原価計算の仕方」 

「中期計画策定の意義と考え方（前編）」 

        ・ 講  師 株式会社ＮＸ総合研究所 赤 尾 幸 彦 氏 

【第 3 回】 

○ 開催日時 令和 7 年 9 月 25 日（木曜日）午後１時 00 分 

○ 開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 6 階大会議室 

○ オリエンテーション 株式会社ＮＸ総合研究所 赤 尾 幸 彦 氏 

○ 勉強会の部 

・演 題 運送会社における人材採用及び監査対策について 

        講 師 株式会社 TimeWarp 代表取締役 小 山  剛 氏 

・演 題 トラックドライバーの教育と安全管理について 

講 師 株式会社ディクリエイト  代表取締役 上 西 一 美 氏 

・演 題  事業計画策定の手順の基礎 
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講 師 株式会社ＮＸ総合研究所 赤 尾 幸 彦 氏 

○ ディスカッション及び演習 

   【第 4 回】 

○ 開催日時 令和 7 年 10 月 28 日（火曜日）午後１時 00 分 

○ 開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 6 階大会議室 

○ オリエンテーション 株式会社ＮＸ総合研究所 赤 尾 幸 彦 氏 

○ 勉強会の部 

・演 題 コンプライアンスに必要な知識 

        講 師 埼玉運輸支局 陸運技術専門官（保安担当）  中  紀 行 氏 

・演 題 物流 DX について（遠隔点呼について） 

講 師 株式会社啓和運輸 セーフティセンター  

副センター長 北 田 大 護 氏 

・演 題 運送申込・書面化アプリについて 

講 師 株式会社タイガー販売促進部 販売促進課 部長 井 上 敦 士 氏 

          ・演 題 運転日報について 

       講 師 株式会社ＮＸ総合研究所 菅  浩 一 氏 

○ ディスカッション及び演習 

   【第 5 回】 

○ 開催日時 令和 7 年 11 月 26 日（水曜日）午後１時 00 分 

○ 開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 6 階大会議室 

○ オリエンテーション      株式会社ＮＸ総合研究所 赤 尾 幸 彦 氏 

○ 勉強会の部 

・演 題 コンプライアンスに必要な知識 

       講 師 公正取引委員会 事務総局 経済取引局取引部 企業取引課  

課長補佐 石 田 坂  淳 氏    

・演 題 荷主が期待する物流事業者（荷主からみて業務依頼したい運送会社） 

       講 師 公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会   

JILS アドバイザー Fujita Office 代表 藤 田 正 美 氏 

        （元キユーピー 上席執行役員 ロジスティクス、IT 業務改革推進担当）  

○ グループワーク 

・自社の中期計画案 （グループ内発表・意見交換） 

・自社の中期計画案の発表と講評（各グループ代表 計 5 名） 

○ 講  評 流通経済大学 流通情報学部 教 授 大 島 弘 明 氏 

【修了式】 

○ 開催日時 令和 7 年 11 月 26 日（水曜日）午後 6 時 00 分 

○ 開催場所 埼玉県さいたま市中央区新都心 3－2 

THE MARK GRAND HOTEL  4 階 ORIENTAL ROOM 

    ○ 主催者挨拶 東上通運株式会社 代表取締役 鈴 木 孝 明 氏 

           【埼玉県トラック協会 総務委員会 担当副会長】 
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    ○ 修了証・記念品授与 

    ○ 受講生挨拶 

    ○ 懇親パーティー 

   オ．グリーン経営認証取得説明会の開催 

     グリーン経営は、環境負荷の低減と法令遵守を図り、省エネ・省資源や安全対 

策等を通じて経営の効率化と企業価値向上を同時に目指す経営の考え方であり、ト 

ラック運送業界では、エコドライブの徹底による燃費向上と交通事故削減、点検・ 

整備の強化による安全性向上等が期待される。トラック運送業界における実効性の 

ある環境対策であるグリーン経営の普及拡大を目指し、新たに取り組む会員事業者、 

新たに担当になった方を対象に、「グリーン経営認証取得セミナー」を令和 7 年 6 

月 16 日（月曜日）に開催し、23 名が受講した。 

 

（8）高速道路料金の割引の拡充及び重要物流道路等広域道路ネットワークの整備など使い 

やすい道路の実現 

 高速道路料金の割引の拡充及び重要物流道路等広域道路ネットワークの整備等以下 

に掲げる 9 項目について、埼玉県トラック政治連盟及び全日本トラック協会及び関東ト 

ラック協会と連携し埼玉県選出の国会議員、県議会議員へ次のとおり要望した。 

  ① 大口・多頻度割引の実質 50％割引への拡充・恒久化 

ア. 現在、NEXCO 3 社の大口・多頻度割引は、月間利用額の 30,000 円を超える部 

分に対して 50％の割引率が適用されるが、30,000 円以下の部分に対しては 40％又 

は 30％の割引率が適用されるため、平均割引率は 37.3％となっている。このため、 

一定額以上利用の場合に、30,000 円以下の部分も含め、割引額が割引対象額の 50％ 

となるよう、割引制度を拡充されたい。     

   イ．NEXCO３社が管理する一般有料道路は、一部を除き大口・多頻度割引の対象と 

なっていない。利用しやすい高速道路ネットワークの実現のため、全ての一般有料 

道路を大口・多頻度割引の対象とするとともに、契約単位割引の割引率５％を高速 

自動車国道と同率の 10％とし、月額利用額の要件を高速自動車国道の利用額との 

合計額とされたい。なお、併せて、長距離逓減割引の対象についても、高速自動車 

国道の走行距離に一般有料道路の走行距離を合算されたい。 

ウ. コーポレートカード利用の平日朝夕割引について、深夜割引と同様、大口・多 

頻度割引の対象とされたい。 

   エ. 法令を遵守しない事業者が割引の対象とならないよう、割引制度を厳格に運用 

    されたい。特に、料金割引を受けることを主目的とした団体には、割引を適用しな 

いでいただきたい。 

  ② 高速道路料金等の更なる割引等の拡充 

ア. 料金水準の引下げ（NEXCO３社） 

      国土幹線道路部会の中間答申（令和３年８月）において、土地の価値は経年的 

に減少しないことから、土地に関する債務は構造物に関する債務と分離して、償還 

に係る取扱いを検討する必要があるとされている。より一層の利用重視の観点から、 

土地に関する債務を償還対象から除くことにより、諸外国より高い料金水準を引き 

下げられたい。また、一定の距離を超えた場合には、上限定額制の導入を図られた 
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い。 

イ. 車種区分の検討におけるトラック輸送への十分な配慮 

現在、高速道路料金の車種区分について検討されているが、トラック輸送は国 

民生活と産業活動を支える公共的物流サービスの担い手であることを踏まえ、トラ 

ック輸送へ十分に配慮した見直しとなるように検討されたい。 

ウ. 首都高速等における割引制度の拡充 

首都高速道路の大口・多頻度割引の拡充措置は、令和 8 年 3 月末までとなって 

いるが、これを延長されたい。また、首都高速、阪神高速及び名古屋高速の料金水 

準や車種区分、車種間比率は NEXCO３社と同水準に整理・統一されたが、割引制 

度は統一されておらず一貫性に欠けている。NEXCO３社と同一の一貫した割引制 

度とし、利用しやすい高速道路ネットワークを実現されたい。 

   エ. 本四高速における割引制度の拡充 

本四高速道路は、NEXCO３社の高速道路と一体形成される全国道路ネットワ 

ークとして、同一の収支予算（債務返済計画）にて管理運営されている。本四高速 

道路は大口・多頻度割引など NEXCO３社の割引率と比べ著しく低く、利用者が十 

分な恩恵を受けていないことから、NEXCO３社の高速道路と同一の一貫した割引 

制度とし、利用しやすい全国道路ネットワークの実現のため、更なる料金体系の簡 

素化を図られたい。 

オ. 福岡・北九州圏におけるシンプルでシームレスな高速道路料金の実現 

福岡及び北九州都市高速道路は、九州自動車道や西九州自動車道と直結してい 

る。管理主体を超えたシンプルでシームレスな料金体系とするため、福岡・北九州 

圏の高速道路料金を対距離制・５車種区分に一元化されたい。 

カ. フェリー等利用に対する補助・助成制度の創設 

長時間労働を抑制し労働環境を改善するため、フェリー等の利用は有効である。 

また、北海道・本州間のトラック輸送はフェリー等を利用せざるを得ない。フェリ 

ー等の航路を確保し、運賃が高速道路利用と見合ったものとなるよう、フェリー等 

利用に対する補助・助成制度を創設されたい。 

キ. その他（定額制料金制度の検討） 

現行の距離制料金では、地方と大都市圏との間で荷物の運搬や、人の移動には高 

い料金負担が求められる。定額制料金制度は、物流コストの低減や地域間交流の活 

性化を促進し、地域間格差の是正に寄与するとの意見がある。ついては、物流コス 

トの低減に資する定額制料金制度の是非について検討していただきたい。 

  ③ 渋滞対策等に資する料金・割引制度の実現 

ア. 道路を賢く利用し渋滞対策に資するため、ETC2.0 の機能やビッグデータを活用 

して、通行量の少ない高速道路の料金を割り引くことにより、一般道や混雑する高 

速道路からの転換促進を図るなど、交通流動の最適化を目指す料金・割引制度を設 

けられたい。なお、トラックに対する混雑時の料金割増は、荷主への転嫁が困難な 

ことから回避されたい。 

   イ. 九州～関西間のトラック輸送において、山陽自動車道の利用の偏りを中国自動 

車道に分散し、交通流動の最適化を図るため、中国自動車道におけるトラックの料 

金割引を設けられたい。また、中国自動車道を利用する長距離トラックドライバー 
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の労働環境改善のため、SA・PA におけるシャワーブース、コインランドリー、コ 

ンビニエンスストアなど施設の充実を図られたい。  

  ④ 「重要物流道路」の追加指定や機能強化の推進 

ア. 国土交通大臣が物流上重要な道路輸送網を指定する「重要物流道路」は、候補  

路線 381 路線、計画区間 93 区間、事業区間約 2,700km、供用中区間約 36,000 ㎞ 

の指定がされている。トラック輸送ニーズに対応し、平常時・災害時を問わない安 

定的な輸送を確保するため、候補路線の計画区間への指定及び計画区間の事業区間 

への指定を促進されるとともに、事業区間及び供用中区間への集中投資、機能強化 

を図られたい。  

  ⑤ 高速道路等ネットワークの積極的な整備推進及びミッシングリンクの解消 

ア. 都市圏内・都市圏間を問わず、高速道路ネットワークの欠落部が全国に多く取り 

残されている。これら高速道路のミッシングリンク解消は、災害発生時における防 

災ネットワークの機能確保、慢性的な渋滞の緩和、物流効率化による経済活動の活 

性化などにつながることから、欠落部の連絡整備を図られたい。 

  ⑥ 高速道路における暫定 2 車線の 4 車線化など安全対策及び渋滞対策の推進 

ア. 高速道路供用区間のうち約２割が対面通行の暫定２車線区間となっている。暫 

定２車線区間における死亡事故率は４車線区間の約２倍となっており、高速性能に 

も劣る。暫定２車線区間の４車線化をスピードアップされたい。 

  ⑦  SA・PA、道の駅における駐車スペースや休憩・休息施設の整備・拡充及びトラッ 

クステーション等の管理運営・充実 

ア. 高速道路の SA・PA、道の駅における駐車スペースの整備・拡充 

トラックドライバーは改善基準告示など法令上の規制において、連続運転時間 

（4 時間以内、その後休憩 30 分以上）、1 日あたり運転時間（2 日平均 9 時間以内）、 

休息期間（長距離トラックドライバーは継続８時間以上）が義務付けられている。 

これらの法令を遵守するためには、SA・PA、道の駅で休憩・休息する必要がある 

が、夕方から夜間にかけて大型車の駐車スペースは満車状態で、ドライバーが休憩・ 

休息することが困難な状況にある。「大型車マス」、「トレーラ用特大車マス」を何 

時でも必要時間利用できるよう、オーバーフローしている SA・PA の駐車容量を拡 

大されたい。また、大都市圏周辺の SA・PA では、立体構造化による駐車容量の拡 

大について、オーバーフロー度合いが著しい箇所から直ちに着手されたい。 

イ. 大型車駐車マスの幅の拡大  

      SA・PA、道の駅における大型車駐車マスの幅については、3.25ｍが多く、駐車 

する際やドアの開閉時に、隣の車両にサイドミラーやドアが接触する等の問題が生 

じている。ついては、大型車駐車マスの幅は 3.5ｍとしていただきたい。 

ウ. 高速道路の一時退出を可能とする措置の拡充（NEXCO３社） 

高速道路の休憩施設等の不足を解消し、良好な運転環境を実現するため、全国 

29 ヶ所の道の駅で実施されている、高速道路を降りずに利用した料金のままとす 

る措置（ターミナルチャージを再徴収せず、長距離逓減等も継続）の社会実験にト 

ラックステーションや中継物流拠点を利用する場合も加えていただきたい。 

エ. シャワー施設等、休憩・休息建屋内の施設の充実 

長距離トラックドライバーの労働時間改善のため、SA・PA、道の駅におけるシ 
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ャワーブース、コインランドリー、コンビニエンスストアなど施設の充実を図られ 

たい。 

  ⑧ 中継物流拠点の整備・拡充等による中継輸送の推進 

ア. 中継物流拠点の全国展開による中継輸送の推進 

双方向輸送において、中間地点付近の高速道路に附置された中継物流拠点で、 

トラクタ交換やドライバー交代することで、ドライバーの労働環境改善や法令遵守 

に大きく寄与することができる。長距離都市間輸送の中間地点において中継物流拠 

点を整備されたい。 

    （例）首都圏⇔東北圏、首都圏⇔近畿圏、近畿圏⇔福岡圏 

  ⑨ 道路通行及び車両に関する制度の簡素化及び規制緩和要望の推進 

ア. 重要物流道路の特殊車両通行許可手続きを不要とする措置の拡大 

重要物流道路の特殊車両通行許可手続きを不要とする措置は、国際海上コンテ 

ナ運搬用のセミトレーラ連結車（40ft 背高）に限定されている。ついては、これと 

同等の特例８車種などの車両についても一般的制限値引き上げ措置の対象とし、特 

殊車両通行許可を不要としていただきたい。 

イ. 申請負担の軽減 

特殊車両の通行申請を行う際、トラクタ及びトレーラの登録番号により申請を 

行う事になっているが、トラクタ及びトレーラの連結による組み合わせは多岐にわ 

たるため、申請件数が膨大になり負担が大きい。ついては、現行の自動車登録番号 

による申請から車両型式による申請に変更するなど申請負担を軽減されたい。 
 

（9）適正化事業の推進（D・E 事業所の重点化）による法令遵守の徹底 

  ① 適正化事業実施機関の事業運営の推進 

   ア. 適正化事業実施機関の巡回指導及び事業の充実化 

○ 埼玉県トラック協会のホームページに一般ドライバーや消費者から寄せられ 

る安全運転マナー・引越に対する苦情申立の処理等については、トラック運送事 

業者が確認できたものは、当該トラック運送事業者へ直接連絡の上、内容の確認 

及び再発防止を依頼し、当該トラック運送事業者が不明な場合は、埼玉運輸支局 

へ報告し対応した。 

○ 安全対策等について顕著な功績が認められるトラック運送事業所に対する国 

土交通省表彰の推薦を行った。 

○ 適正化事業実施機関の中立性、透明性を図るため学識経験者・荷主関係者・消 

費者関係者・労働組合代表者・マスコミ・トラック運送事業者代表者からなる適 

正化事業実施機関評議委員会を令和 7 年 11 月 6 日（木曜日）及び令和 8 年 2 月 

25 日（水曜日）に開催し、巡回指導における現状説明のほか、巡回指導の在り方 

等について議論・検討を行った。 

イ. 輸送秩序確立対策事業関係 

○ 貨物自動車運送事業法及び関係法令遵守のため、関係行政機関との連携のもと 

に、巡回指導を計画的、効果的に推進し、1,127 営業所への巡回指導を行い、2,448 

件の事項に対して改善要請を行った。 
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〈巡回指導実施状況〉                         （単位：件） 

実施件数 改善要請の項目 

 

1,127 

事業計画等 帳票報告類 運行管理等 車両管理等 

277 123 1,152 372 

労働法規等 法定福利費 運輸安全マネジメント 合  計 

282 91 151 2,448 

 

○ 引越事業者を対象とした引越基本講習会を、令和 7 年 11 月 27 日（木曜日） 

に開催し、全日本トラック協会の専任講師より、引越業界の現状や作業・接客 

マナー・運賃料金と標準引越約款等について解説し 20 名が受講した。また、令 

和 7 年 11 月 28 日（金曜日）に引越管理者講習を開催し、標準引越約款の説明 

と引越関係法令・全日本トラック協会に寄せられた引越に係る輸送相談の実例紹 

介、トラブル発生時の賠償対応のグループ討議を行い 35 名が受講した。 

○ 新規許可事業者に対し、埼玉運輸支局が行う運送事業の許可書交付時に行う指 

導講習会に参加し、運行管理・車両管理に関する関係法令及び適正化事業につい 

て説明し、トラック運送業界自身が築く安全意識の高揚と啓発に努めた。 

ウ. 関係行政機関との連携強化 

○ 適正化事業の円滑な事業展開を図るため、埼玉運輸支局との協議会を令和 7 年 

８月 29 日（金曜日）、令和 8 年 2 月 24 日（火曜日）に２回開催し、巡回指導結 

果の報告及び対応について意見交換を行った。 

    ○ 埼玉運輸支局等との連携強化による速報制度及び相互通報に伴う特別巡回を 

3 件実施し適切な対応に努めた。 

     ○ 関係行政機関との連携強化では、関係行政機関が行った行政指導後、改善事項 

が適正に継続されているかを確認する状況指導を行ったほか、新規許可事業者及 

び営業所新設事業者に対する運輸開始後の新規巡回指導を実施し、事業施設の確 

保状況や運行・車両管理状況及び各種帳票類の整備状況等の確認を行い、併せて 

適正な管理に関する指導を行った。 

エ.  D・E 事業所の重点化等巡回指導による法令遵守の徹底 

○ 法令遵守の徹底について、遵法意識の啓発・高揚を図るため、総合評価の D・ 

E 事業所に対する重点化指導を実施し、事業運営や違反等について早期改善を図 

るよう指導し大幅な削減を図った。 

オ. 安全性評価事業（G マーク制度）の普及促進策を推進し会員事業者の認定率 45％ 

以上を目指す取り組みの推進 

○ 全国貨物運送適正化事業実施機関（以下「全国適正化事業実施機関」とする） 

が実施する安全性評価事業に関し、巡回指導を通じトラック運送事業者へ制度の 

概要及び認定取得後のインセンティブ（IT 点呼の導入等）についての周知を行 

い、令和 7 年度は埼玉県内で、471 事業所が認定申請を行い、457 事業所（認定 

率 97.0.％）が認定された。その結果、令和 7 年度以前の認定を含めると県内の 

認定事業者は 1,742 事業所となり、認定率は 31.8％となった。認定率は全国平均 

（34.4％）に及ばないものの、会員事業者に限ると認定率は 41.1％となり、前年 
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対比 0.1 ポイント増加となり、会員事業者の取得促進が図れた。 

カ. G マーク新規取得申請の促進 

○ ホームページ、会報等による事前周知を実施した上で、G マークの認定取得に 

係る説明会を令和 7 年 5 月 19 日（月曜日）に埼玉県トラック総合会館と総合教 

育センターの 2 会場で開催し 150 名が出席した。さらに支部の依頼による説明 

会も 3 回開催したほか、個別相談の実施及びワンポイントアドバイス等、Ｇマー 

ク取得までのフォロ―アップを積極的に行い、G マークの認定取得を図った。 

キ. 適正化事業指導員に係る研修事業の充実及び更なる資質向上の推進 

○ 巡回指導業務の効率化・向上及び巡回指導における指導内容の充実強化並びに 

情報交換・情報共有を推進するため、全国適正化事業実施機関及び関東ブロック、 

北関東ブロックが開催する各研修会へ出席し指導員のレベルアップを図った。な 

お、関東ブロックでは埼玉県が当番県として研修会を開催し、近隣各県の指導員 

との連携強化を図った。 

【全国適正化事業実施機関】 

○ 特別研修   令和 7 年 11 月 6 日（木曜日）～令和 6 年 11 月 7 日（金曜日） 

【関東・北関東ブロック】 

○ 関東ブロック各実施機関との合同研修会       令和 7 年 10 月 17 日（金曜日） 

○ 北関東ブロック各実施機関との合同研修  

令和 7 年 11 月 11 日（火曜日）～令和 7 年 11 月 12 日（水曜日） 

○ 関東ブロック各実施機関の指導員連絡協議会   令和 7 年 10 月 17 日（金曜日） 

○ 適正化実施機関の中立性、透明性を図るため学識経験者・荷主関係者・消費者 

関係者・労働組合代表者・マスコミ・トラック運送事業者代表者からなる適正化 

事業実施機関評議委員会を令和 7 年 11 月 6 日（木曜日）と令和 8 年 2 月 25 日 

（水曜日）に開催し、巡回指導における現状説明のほか、巡回指導の在り方等に 

ついて議論・検討を行った。 

    ク.  G メン調査員に係る研修事業の充実及び G メン調査員業務の積極的な推進 

    ○ G メン調査員の資質向上 

           荷主企業・元請事業者への監視体制を強化し、荷主対策の実効性を確実なもの 

とするため、令和 5 年 7 月に発足した「トラック G メン」は、物流全体の適正 

化を図る観点から「トラック・物流 G メン」に改組し組織され、「トラック・物 

流 G メン」の業務を補完し、体制の充実を図るため新たに全国各都道府県の貨 

物自動車運送適正化事業実施機関に「G メン調査員」が選任され、トラック・物 

流 G メンと連携して情報収集機能の強化を図ることとなった。令和７年 12 月８ 

日（月曜日）に全国適正化事業実施機関による適正化事業調査員研修規程に基づ 

き開催された「適正化事業調査員研修」に出席し調査員の資質向上の推進を図っ 

た。 
 

（10）新技術を活用した物流 DX 及び効率化の推進 

① 経営安定化対策推進事業 

   ア．ＤＸ普及啓セミナー 

          物流の現場において IT を積極的に導入・活用し「業務のデジタル化」を進め 
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るとともに、デジタル化で得られたデータを活用して、運行効率、稼働効率等の経 

営改善に取り組むことを目指すものとして、令和 7 年 12 月 17 日（水曜日）に東 

京海上日動火災保険株式会社と共催により「経営課題解決：DX 活用セミナー」を 

開催し 16 名が受講した。また、令和８年 1 月 14 日（水曜日）には近代経営システ 

ム研究所の代表 森高弘純氏を講師として「DX 推進セミナー」を開催し、19 名が 

受講した。 

② 埼玉県トラック協会の DX 事業の検討 

   ア. DX 化の推進及び AI 導入への検討 

     令和 5 年度から埼玉県トラック協会で行う諸会議においては、タブレットを使用 

しペーパーレス化を推進し業務効率化につながった。また、AI 機能の発達に伴い 

埼玉県トラック協会でも様々なコスト削減につながる事業を進めるためにその活 

用方法について情報収集に努め、導入の可能性について検討したが導入に至らなか 

った。 

 

【重点施策】 

（1）自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現 

    ① 自動車関係諸税の簡素化・軽減の実現等への要望活動 

ア. 税制対策事業等 

令和 6 年 12 月にガソリン暫定税率廃止へ自由民主党、公明党、国民民主党の 

3 党合意がなされたことから、トラック運送業界では、軽油に対する暫定税率廃 

止を掲げ、令和 7 年は業界の変革期となる幕開けとなった。11 月には、自由民主 

党、日本維新の会、立憲民主党、国民民主党、公明党、共産党の 6 党合意がなさ 

れ、その後軽油引取税の暫定税率廃止は地方団体の財政年度が始まる令和 8 年 4 

月 1 日とした法案が国会に提出されたが、令和 8 年 2 月に衆議院が解散され同法 

案は廃案となった。その後の国会において再度法案が提出され地方税法等の一部 

を改正する法律案及び運輸事業の振興の助成に関する法律の一部を改正する法律 

案が令和 8 年 3 月 31 日（火曜日）に成立した。このようなことを踏まえ、今後 

も政治による当運送業界への影響が数多くあることから、埼玉県トラック政治連 

盟と連携し、国会議員・埼玉県議会議員に対し、全日本トラック協会及び全日本 

トラック事業政治連盟並びに関東トラック協会とも連携した「令和 7 年度トラッ 

ク関係施策に関する要望書」を提出し業界の諸問題・窮状を訴えた。 
 

    【税制改正関係要望事項】 

ア. 自動車関係諸税の簡素化・軽減等 

○ 軽油引取税の暫定税率廃止 

○ 自動車関係諸税の簡素化・軽減等 

○ 走行距離課税の導入反対 

○ 運輸事業振興助成交付金制度の継続 

○ 自動車重量税のエコカー減税の延長 

○ 自動車重量税の ASV（先進安全自動車）特例措置の延長・拡充 

○ 自動車税環境性能割特例措置の延長 
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○ 自動車税種別割のグリーン化特例の延長 

○ 自動車関係諸税における営自格差の拡充 

イ. 特例措置の延長 

○ 少額資産即時償却の延長 

○ 地方拠点強化税制の延長 

ウ. その他税制に係る要望 

○ トラック協会が運営する地域防災・災害対策関連施設等に係る固定資産税の 

軽減措置の適用 

○ 自動車重量税の道路特定財源化 

○ 物流拠点の特例措置の適用 

【道路関係要望事項】 

ア. 高速道路料金徴収期限の延長を踏まえた利便性向上策の推進 

イ. 高速道路料金の引下げ 

○ 料金水準の引下げ（NEXCO３社） 

○ 種区分の検討におけるトラック輸送への十分な配慮 

○ 大口・多頻度割引を実質 50％割引に拡充（NEXCO３社） 

 

○ 渋滞対策等に資する料金・割引制度の設定（NEXCO３社、首都高速道路、 

阪神高速） 

○ 首都高速等における割引制度の拡充 

○ 本四高速における割引制度の拡充 

○ 福岡・北九州圏におけるシンプルでシームレスな高速道路料金の実現 

○ フェリー等利用に対する補助・助成制度の創設 

○ その他（定額制料金制度の検討） 

ウ. 物流基盤の整備 

○ 高速道路ネットワークの整備・充実 

・「重要物流道路」の指定、指定道路への集中投資 

     ・暫定２車線区間の４車線化 

     ・ミッシングリンクの解消 

     ・渋滞対策の推進 

     ・ダブル連結トラックや自動運転などの推進に資する実施環境整備の推進 

     ・下関北九州道路の早期実現 

○ 休憩・休息施設、中継物流拠点の整備・拡充 

     ・高速道路の SA・PA、道の駅における駐車スペースの整備・拡充 

     ・大型車駐車マスの幅の拡大 

     ・高速道路の一時退出を可能とする措置の拡充（NEXCO３社） 

     ・シャワー施設等、休憩・休息建屋内の施設の充実 

     ・中継物流拠点の全国展開による中継輸送の推進 

エ. 特殊車両通行許可に係る諸課題の改善 

○ 車両制限令違反点数制度の改善 

○ 重要物流道路の特殊車両通行許可手続きを不要とする措置の拡大 
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○ 申請負担の軽減 

オ. その他施策の推進 

○ 高速道路料金等の運賃料金の確実な収受に向けた支援 

○ 冬期における道路交通対策 

○ 自然災害時の高速道路料金 

○ ETC2.0 によるサービスの充実 

○ ETC コーポレートカードに係る保証額の減額 

○ ETC コーポレートカードの走行明細データ提供手数料無料化 

【予算・施策関係要望事項】 

ア. 「2030 年度に向けた政府の中長期計画」への対応にかかる支援 

○ 商慣行の見直しに向けた支援 

・適正運賃収受・価格転嫁に向けた支援 

     ・改正物流法の周知及び荷主等における違反原因行為撲滅に向けた働きかけ 

     等の推進 

     ・改正下請法にかかる周知及び取引環境の健全化に対する支援 

○ 物流の効率化に向けた支援 

     ・労働生産性の向上や労働環境改善に向けた支援 

     ・人材確保・人材育成に対する支援 

イ. 燃料価格高騰への支援 

ウ. 環境・交通安全対策に係る支援 

○ 環境対策及び省エネ対策のための支援 

・カーボンニュートラル実現に向けた支援 

     ・石油石炭税の「地球温暖化対策のための課税の特例」に係る補助の継続 

     ・電気自動車等の普及に係る補助の継続 

○ 交通安全対策のための支援 

     ・ASV（先進安全自動車）関連機器の導入に対する補助の継続 

     ・デジタル式運行記録計、ドライブレコーダ等運行管理支援機器の導入に対 

     する補助の継続 

○ 車両の電動化等に伴う車両総重量等の規制緩和 

エ. 施策要望 

○ 市街化調整区域に係る法制度の見直し 

○ 被けん引自動車の自動車損害賠償責任保険（自賠責保険）保険料の見直し 

○ 貨物集配中の車両に係る駐車規制の見直し 

○ 特定技能制度等による倉庫内作業員の外国人材の活用 

オ. 能登半島地震の復興に係る支援 
 

（2）環境 GX 対策及び SDGs（持続可能な開発目標）対策の推進 

  ① 「環境ビジョン 2030」の推進 

   ア. 「環境ビジョン 2030」の推進 

地球温暖化をもたらす「温室効果ガス」の排出を削減し、削減できなかった分 

    は植林等による吸収で差し引き全体としてゼロとする「カーボンニュートラル」に 
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ついて、日本政府は 2050 年に「カーボンニュートラル」達成を目指すことを宣言 

した。全日本トラック協会では「トラック運送業界の環境ビジョン 2030～2050 年 

カーボンニュートラルに向けて～」を作成し、トラック運送業界が掲げる行動メニ 

ューを明確にして推進を図っている。埼玉県トラック協会では、会員事業者の取り 

組み推進の一助とするため以下の事業を実施した。 

○ エコドライブの推進 

      総合教育センターのエコドライブ学習 受講者 268 名 

    ○ 整備点検の徹底 

      総合教育センターで実車を用いた事故防止学習 受講者 1,271 名 

イ．「トラックの森づくり」事業 

森林の育成を通じて、地球温暖化の原因である CO²を吸着するため、埼玉県及 

    び埼玉県農林公社と協定を締結している「トラックの森づくり」事業並びに埼玉県 

トラック協会各ブロック協議会（以下「協会各ブロック協議会」とする。）は市町 

村と連携した植樹事業を以下のとおり実施した。 

○ 埼玉県農林公社との連携による「トラックの森づくり」 

  埼玉県及び埼玉県農林公社との協定に基づく森林の育成により「埼玉県森林 

CＯ²吸収量認証制度」において、次の吸収量が認証された。 

※ 埼玉県認証の CO²吸収量  325.7ｔ-CO²／年 

※ 軽油使用による CO²排出量に換算すると 約１2.5 万リットル 

また、第 75 回全国植樹祭の開催を記念し、埼玉県の緑化活動等への貢献に対 

     して、埼玉県緑化等功労者として知事感謝状を受贈した。 

        ○ 埼玉県トラック協会 西部ブロック協議会植樹贈呈式 

      令和７年 12 月 20 日（土曜日）所沢市「上山口堀口天満天神社周辺里山保全地 

内」において、所沢市小野塚市長の臨席のもと、埼玉県トラック協会「森づくり 

事業」として植樹贈呈式が行われ、コナラ等合計 30 本の植樹を贈呈した。 

    ○ 木育推進園への積み木の寄贈 

      CO²を吸収し地球温暖化防止対策に貢献する森林の育成として、埼玉県農林公 

社へ委託し秩父地域での間伐や鹿害対策等森林育成を行い、間伐した木材を加工 

して積木を製作し、県内の木育推進園施設へ寄贈した。 

・寄 贈 日 令和 7 年 11 月 26 日（水曜日） 

・寄 贈 先 社会福祉法人つぼみ会 もとの木保育園 
 

・寄 贈 日 令和 7 年 12 月 8 日（月曜日） 

・寄 贈 先 社会福祉法人さきたま会 戸田駅前さくら草保育園 

   ウ. 既存照明設備の LED 化更新工事の促進 

一般照明用蛍光灯の製造、輸出入が、水銀の使用等の規制により令和９（2027） 

年度までに廃止されることとなっている。既存照明設備の LED 化を促し省エネに 

よる CO²排出量の削減を図るため、既存照明設備の LED 化更新工事の助成を行っ 

た。                      38 社  5,539,000 円 

エ. ゴミのポイ捨て防止啓発 

ゴミのポイ捨て防止を啓発するため、全日本トラック協会のトラック運送業界 
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の環境月間（6 月）に合わせて、埼玉県トラック協会ではラジオ（NACK5）を活用 

してＣＭ広報を行った。 

○ 放送期間 令和 7 年 6 月 2 日（月曜日）～27 日（金曜日） 

    ○ 放送本数 20 秒 CM 3 本／日×20 日（61 本）3 パターン 

   オ. 環境講演会の開催 

令和 8 年 2 月 3 日（火曜日）埼玉県トラック総合会館において、フリーライタ 

ーであり元トラックドライバーの橋本愛喜氏より、「運送業界の環境問題～脱炭素 

からポイ捨てまで～」と題し講演会を開催し、会場 26 名、WEB 視聴 22 名が受講 

した。 

カ. その他環境・脱炭素への取り組み 

    〇 トラックの森づくり事業植栽地の視察 

・視 察 日 令和 7 年 9 月 26 日（金曜日） 

     ・視察場所 埼玉県秩父郡横瀬町芦ヶ久保地域 

     ・参 加 者 環境対策委員会委員 11 名 

〇 日野自動車株式会社 羽村工場視察 

    ・視 察 日 令和 8 年 2 月 26 日（木曜日） 

    ・参 加 者 環境対策委員会委員 12 名 

・視察内容 「トラックのカーボンニュートラルに向けた様々な取組や省燃費 

           運転の説明」 

「最新の安全技術の EDSS（運転者が急病や意識喪失などで運転 

継続が困難になった際に、自動で車両を減速・停車させる安全支 

援システム）、PCS（衝突を回避または軽減するための先進的な安 

全技術）の説明や体験」 

「最新の電気トラックや大型トラックの試乗」 

  ② SDGs への対応 

   ア. 埼玉県トラック協会自体の SDGs 事業の更なる推進 

SDGｓ（持続可能な開発目標）は、平成 27(2015)年の国際サミットで採択され、 

令和 12(2030)年までに達成すべき 17 の国際目標であり、環境破壊、不平等など課 

題を解決し「誰一人取り残さない」持続可能な社会を目指す世界共通の指針で、企 

業等が事業運営の中で達成に向け取り組んでいる。埼玉県トラック協会は、令和 4 

年に「埼玉県 SDGs パートナー」へ登録し、掲げた目標達成に向け事業に取り組ん 

だ。 

  ③ エコドライブの徹底に向けたアイドリングストップ支援機器の普及促進 

   ア. アイドリングストップ支援機器の普及促進 

     トラック運送業界におけるアイドリングストップは、環境保全（CO2・Nox 削減） 

と燃料費削減のため強く推奨され、大型トラックでは 1 時間に 1.5 リットルの燃料 

を消費するとされており、燃料価格の高止まりが続く現在では、エコドライブ及び 

アイドリングストップは経済的メリットが大きい一方で、慢性的な荷待ち時間に熱 

中症・寒さ対策としてバッテリー式冷房やエアヒーターの導入等が課題となってい 

ることから、エコドライブの徹底に向けて、アイドリングストップ運動の促進を図 

るため、車載式エアヒーター及びバッテリー式冷房装置等のアイドリングストップ 
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支援機器等の導入に対し費用の一部助成を行った。 

○ アイドリングストップ支援装置                          54 器 

  ④  GX（グリーントランスフォーメーション）（以下「GX」とする。）の実現に向けた 

環境対応車の普及促進 

   ア. 環境対応車導入助成事業 

地球環境の保全、環境負荷の低減に向けた積極的な施策を推進することは、社 

会的な責務であることから、環境対応車の導入助成を以下のとおり行った。 

〇 電気車助成                          1 両 

    ○ ハイブリット車助成                               84 両 

    ○ 環境対応型ディーゼル車助成                         1,140 両 

   イ. 政府による GX（グリーントランスフォーメーション） 

政府は令和 32（2050）年カーボンニュートラル達成に向け、脱炭素と経済成長を両 

立させる GX を推進している。そのため、官民の取り組みに関するトラック運送業 

界に係る情報収集を行い、会員事業者に周知した。 
 

（3）総合教育センターにおける交通・労働災害防止及び夜間事故防止並びに飲酒運転根絶 

に向けた研修の推進 

総合教育センターにおいては、各種研修及び講習を通じてトラック運送業界の良質な 

労働力確保の一助として活動を行うとともに、交通安全体験車「サイトくん」の活動に 

より、幅広い世代に対し交通事故防止の啓発を行った。 

  ① 各研修・講習体系 

ア. 運転練習研修（1 日コース）の実施 

大型・中型トラックの運転技能向上を目指し、トラック輸送業界における良質な 

労働力の確保につなげる研修として運転練習研修を 12 回開催し 120 名が受講し 

た。 

イ. 事故防止乗務員研修（2 日コース）の実施 

交通事故に関わるドライバーの生理的及び心理的要因を理解させるとともに、 

危険予知訓練の手法等を用いて、交通事故に繋がるおそれのある危険を予測させ、 

安全を確保するために留意すべき事項を理解し、交通の状況に応じた安全な運転方 

法の再認識をするとともに、事業用トラックの運行における省エネ運転の必要性を 

認識し、輸送コストのスリム化、地球環境の保全に対応するための「省エネ運転」 

「保守点検」のポイントを理解し、コスト面及び環境保全面からの対応を考慮する 

こと、また、飲酒運転根絶に向けたドライバーの法令遵守、マナーとモラル向上を 

踏まえた事故防止乗務員研修を 29 回開催し 307 名が受講した。 

ウ. 新人乗務員研修（初任運転者 2 日コース）の実施 

「貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の 

指針」に基づき、事業用トラックの安全な運転に関する基本的事項及び構造上の特 

性と日常点検の方法、危険予測の必要性、飲酒運転根絶など事業用トラックの運行 

の安全を確保するために留意すべき事項を確認し、自らの技能・知識の把握から初 

任適性診断の結果を踏まえ、安全意識の充実と技能・運転行動の改善を図るための 

新人乗務員研修を 28 回開催し 368 名が受講した。 

- 30 -



エ. 安全確認研修（1 日コース）の実施 

事業用トラックの安全を確保するために必要な運転に関する技能及び知識を習 

得し、貨物を安全かつ確実に輸送することが社会的使命であることを認識し、ドラ 

イバーが遵守すべき事項の確認を行う安全確認研修を 73 回開催し 862 名が受講し 

た。 

オ. 女性乗務員研修（1 日コース）の実施 

安全確認研修で開催した研修のうち、トラックの構造や事故発生時の対処方法、 

運行の安全を確保するために必要な運転に関する技能及び知識を習得し、女性ドラ 

イバーとして貨物を安全かつ確実に輸送することに遵守すべき事項を確認するた 

めの女性乗務員研修を 73 回中 2 回開催し、862 名中 18 名が受講した。 

カ. 事故惹起者運転研修（1 日コース）の実施 

運転行動の問題点を把握させ、事故の原因及び再発を防止するために必要な事 

項を理解させると同時に危険予測を積極的に進め、道路及び交通の状況に応じた交 

通事故につながる恐れのある危険について、ドライバーが自ら考えるための事故惹 

起者運転研修を 37 回開催し 482 名が受講した。 

キ. 安全運転指導者研修（1 日コース）の実施 

トラック運送事業の現場において、交通事故の防止を目的とする安全指導者の 

育成を目的とし、指導方法（技法）を現場において指導できる安全運転指導者研修 

を 5 回開催し 73 名が受講した。 

ク. 全日本トラック協会 安全研修（3 日コース）の実施 

全国のトラック運送事業者を対象とした安全教育の研修機関のひとつとして、全 

日本トラック協会の行うドライバーの事故防止及びエコドライブ研修並びに安全 

管理者の育成を目的とした安全研修を 5 回開催し 36 名が受講した。 

ケ. 個別事業者研修（1 日・2 日コース）の実施 

トラック運送事業者や各種団体及び一般企業からの要望による研修を実施し、 

社会全般における自動車の安全に対する意識の向上と安全を確認するための研修 

を 61 回開催した。 

コ. 運行管理者試験特別講座（1 日・２日コース）の実施 

運行管理者試験における関係法令を中心に、国家試験に合格するための事前講 

座を 6 回開催し 216 名が受講した。 

サ. 適性診断（半日コース）の実施 

一般診断・初任診断・適齢診断を実施し、個々のドライバーに自らの運転行動 

の特性を自覚させ、心理的手法により安全運転への動機付けとして一般診断を 248 

回 1,236 名、初任診断を 299 回 2,040 名、適齢診断を 118 回 659 名が受診した。 

シ. 運行管理者一般講習の実施 

講習を８回実施することにより、受講環境を整え管理者の安全意識の向上を目 

指すとともに、運行管理面で告示の改正に重点を置いた改正法令、事故再発防止対 

策、健康管理に関する事故防止対策、ドライバーの運転適性に応じた安全運転指導 

方法を解説する講習を埼玉県トラック総合会館及び総合教育センターで開催し、一 

般講習 798 名が受講した。 

  ② 交通安全体験車「サイトくん」の活動推進 
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   ア. サイトくんを活用した交通事故防止活動の推進 

交通安全体験車（サイトくん）や自転車シミュレータの啓発活動を通じて、各 

種学習体験型機器を用いて子供から高齢者までの幅広い世代に対して、交通安全活 

動の必要性及び交通事故防止の重要性についての啓発を 79 回実施した。また、自 

転車シミュレータを活用した交通安全指導事業では、各種団体や協会各支部で開催 

するイベント等への貸し出しを 79 回中 8 回（うち協会各支部 3 回）行い交通安全 

啓発を行った。 

  ③ 施設利用促進に向けた広報 PR の推進 

ア. トラック運送業界からの研修・講習への利用者拡大に向け、ホームページ等を 

活用し広報・PR 活動を実施した。 
 

（4）会員事業者の経営基盤強化に資する事業の推進 

  ① 資金調達円滑化等支援事業 

   ア．助成金・融資冊子作成・配布 

各種助成金・融資等の案内及び申請書を一冊の冊子に取り纏めて配布するとと 

もに、埼玉県トラック協会ホームページからも入手可能とし、会員事業者の利便性 

を推進した。 

  ② 近代化基金融資助成事業 

   ア．近代化基金融資助成事業 

商工中金を利用した融資について、ポスト新長期適合車導入融資 15 件行い会員 

事業者の経営環境改善の一助とした。 

   イ．グリーン経営認証取得助成事業 

     グリーン経営（環境負荷の少ない事業運営）は、中小規模のトラック運送事業 

者でも環境改善に向けた取り組みの目標設定とその評価が容易であり、SDGs の 17 

ゴールを目指すターゲットの活動として自主的で継続的な環境保全活動であるこ 

とから、グリーン経営の認証を更新した 66 事業者に助成金を交付し、認証取得促 

進を図った。 

  ③ 経営基盤強化に資する事業及び専門家によるセミナー・アドバイス事業の推進 

   ア．資金繰り・経営相談等 

     中小企業診断士による経営相談については、会員事業者の決算終了にあわせた 

周知活動により、決算書による経営診断等 5 件の相談に対応した。 

   イ. お困りごと相談デスク事業の促進 

開始して 4 年目を迎えた社会保険労務士と行政書士による「お困りごと相談デ 

スク」については、2024 年問題に対応する働き方並びに賃金体系の見直しに係る 

諸課題、運行形態等の変更に関わる事業計画変更の諸手続き等について、社会保険 

労務士 10 件、行政書士 17 件のアドバイスが行われた。 

   ウ．事業承継支援事業 

事業の承継においては、金融機関からの借入金、事業承継に係る税金等、様々 

な難題が浮上してくる。後継者がいるケースと後継者がいないケースでは課題が異 

なるため、それぞれ分けて「事業承継セミナー」を開催した。中小企業診断士の首 

藤愼一氏を講師とし、後継者がいるケースを令和 7 年 10 月 15 日（水曜日）に開 
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催し会場１名、WEB 視聴者 6 名が受講し、後継者がいないケースを令和 8 年 2 月 

13 日（金曜日）に開催し、会場 3 名、WEB 視聴者 5 名が受講した。 

   エ．適正原価に向けた書面調査に係る助成事業 

     貨物自動車運送事業の適正な運営を図るための原価を定めるために実施された 

調査について、会員が調査票の作成について税理士等に支払った費用の一部を助 

成した。 

（5）広報媒体を活用した対外的な PR 対策の積極的な推進 

  ① 日本の経済活動に不可欠なトラック輸送の果たす役割と重要性の理解促進並びに 

業界のイメージ向上を図るため、積極的な情報発信に努め、多彩なメディアを活用し 

た広報活動の最適化の推進 

   ア. 埼玉県トラック協会の取り組みに係る広報 PR の推進 

○ トラックの日の活動 

     トラック運送業界では 10 月 9 日を「トラックの日」と定め、広く県民にトラ 

ック運送業界の取り組みを広報するとともに、トラック運送業界の社会貢献活動 

等の地域に応じたイベント活動を 20 支部が実施した。 

○ 広報・PR 活動とホームページ等の活用 

         トラック輸送の現状、安全対策、環境対策及び社会貢献活動等の取り組み状況 

について、埼玉県トラック協会が毎月発行する会報やホームページ、ファックス 

一斉送信サービス、メール配信サービス、一般紙、業界紙、ポスター及びラジオ 

等を活用し、積極的な広報活動と情報発信に努めた。 

③ FM 番組を活用した協会事業の PR 活動 

ア. 秋の全国交通安全運動に合わせて、FM NACK5 の「FUNKY FRIDAY」とのコ 

ラボレーション企画による番組において、埼玉県トラック協会の様々な取り組みや 

社会貢献活動内容（被災地緊急支援物資輸送、トラックの森づくり事業 、防犯ブ 

ザー寄贈、トラックの日）や、トラック運送業界の取り組み・諸問題等（飲酒運転 

根絶、KEEP38 プロジェクト、2024 年問題、標準的な運賃の届出と労働環境の改 

善、G マーク PR）等を内容とする CM 広報を行った。 

   イ. 第 22 回 児童絵画作品コンクール実施に関すること 

児童絵画作品コンクールは、令和 7 年度に 22 回目を迎え、埼玉県内の小学校か 

ら 9,985 作品が応募され、埼玉県内はもとより埼玉県に在住し埼玉県外へ登校する 

小学生及びその保護者にも広く認知される事業となった。令和 7 年度も「こんなト 

ラックあったらいいな」をテーマにし、入賞作品 10 賞 30 作品、佳作 30 作品が選 

ばれ、以下のとおり表彰式を開催した。 

○ 開 催 日 令和 7 年 10 月 26 日（日曜日） 

○ 会  場 加須市 むさしの村「さくらホール」 

   ウ. 新入学児童への防犯ブザー寄贈 

新入学児童の安全・安心な学校生活の確保及び子供に対する犯罪抑止を目的に、 

社会貢献活動の一環として、協会各支部の協力を得て、令和 8 年 4 月 1 日に入学す 

る埼玉県内の新入学児童全員に「光るトラック型防犯ブザー」（55,080 個）を寄贈 

した。 
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〈感謝状〉 

授 与 者 年 月 日 概  要 

三 郷 市 市 長 木 津 雅 晟 令和 7 年 4 月 4 日 防犯ブザー寄贈に対する寄与 

吉 川 市 市 長 中 原 恵 人 令和 7 年 4 月 4 日 防犯ブザー寄贈に対する寄与 

松 伏 町 町 長 鈴 木  寛 令和 7 年 4 月 7 日 防犯ブザー寄贈に対する寄与 

さいたま市 市 長 清 水 勇 人 令和 8 年 3 月 3 日 防犯ブザー寄贈に対する寄与 

 

（6）会員事業者の事業運営に関する取り組みの推進 

  ① 会員事業者への助成推進 

   ア. 運行管理者等指導講習（一般講習、基礎講習）及び整備管理者研修の受講促進 

貨物自動車運送事業は、一定台数の事業用自動車を使用する場合、事業用自動 

車のドライバーや運行を管理する運行管理者及び事業用自動車の点検・整備計画の 

作成や車両管理を行う整備管理者の選任が必要となり、ともに国が行う研修を受講 

することが定められている。会員事業者の運行管理者等指導講習受講者 4,451 名及 

び整備管理講習受講者 2,415 名に対し、受講費用の一部を助成し、受講の促進の一 

助とした。 

   イ. 運転適性診断受診の助成・運転記録証明取得の助成 

安全運転意識の向上と事故・違反の抑止として、会員事業者の適性診断受診につ 

いて、一般診断 8,882 名、初任診断 5,123 名、適齢診断 1,397 名の受診費用の助成 

を行った。また、運転経歴や無事故無違反証明書の取得に必要な運転記録証明取得 

では、35,482 名の取得費用を助成した。 

ウ. 会員事業所で働く従業員の福利厚生事業 

会員事業所で働く従業員とその家族が利用出来る契約保養施設の利用に対する 

助成事業を実施し、宿泊施設利用者 223 名、日帰り施設利用者 1,502 名の助成を 

行い福利厚生推進の一助とした。 
 

契約福利厚生施設 利用者数 契約福利厚生施設 利用者数 

ホテル福一   13 人 たかつえスキー場 ０人 

千明仁泉亭 11 人 たかつえカントリークラブ ０人 

きぬ川ホテル三日月 43 人 鬼怒川グランドホテル 20 人 

花の宿松や 4 人 ホテル美やま 17 人 

山水荘 ０人 九十九里・月見 太陽の里 0 人 

マホロバマインズ三浦 4 人   

ホテル白河湯の蔵 ０人 日帰り施設  

あさやホテル 6 人 花咲の湯 262 人 

水上ホテル聚楽 0 人 埼玉スポーツセンター 638 人 

伊東ホテル聚楽 ０人 梵の湯 45 人 

万座ホテル聚楽 1 人 花鳥風月 200 人 

ホテル木暮 104 人 小春日和 357 人 
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  ② 福利厚生事業の推進 

   ア. 協会各支部及び協会各ブロック協議会への助成 

会員事業所で働く従業員を対象に実施する協会各支部及び協会各ブロック協議 

の福利厚生事業について、13 支部、3 ブロック協議会の実施費用の一部を助成し、 

福利厚生事業推進の一助とした。 

   イ. 福利厚生施設の利用促進 

埼玉県トラック協会では、会員事業所で働く従業員とその家族が利用出来る契 

    約保養施設として、宿泊施設 15 施設、日帰り施設 5 施設、娯楽施設 2 施設と契約 

を締結している。会員事業者の契約保養施設の利用促進を図るため、埼玉県トラッ 

ク協会のホームページを活用して周知を行い利用促進に努めた。 

  ③ 健全な職場環境の推進 

ア. ハラスメントセミナーの開催 

「労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に 

関する法律」通称「パワハラ防止法」が令和 2 年 6 月より施行され、中小企業で 

は令和 4 年 4 月より「事業者がパワハラに対して雇用管理上必要な防止措置を講 

じること」が義務化とされ、被害者が声をあげやすい環境が整い、事業主は管理責 

任を果たすため、ハラスメント対策が求められていることから、ハラスメント（パ 

ワハラ・セクハラ・マタハラなど）対策を分かりやすく解説するセミナーを、以下 

の通り開催した。 

○ 開催日時 令和 7 年 4 月 9 日（水曜日）午後 1 時 30 分 

○ 開催場所 【会場 1】埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 6 階大会議室 

【会場 2】埼玉県深谷市黒田 2091-1 

埼玉県トラック総合教育センター 1 階多目的ホール 

    ※【会場 2】においては、【会場 1】のライブ映像を中継する方式で開催した。 

○ 講  師：東京海上日動火災保険株式会社 シニアマイスター 

（ハラスメント防止コンサルタント）横 山 昌 彦 氏 
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協会

関係

警察

関係

自治体

関係

春 日 部 10月5日 15

草 加
11月4日

11月13日
6 6

越 谷 10月9日～17日 42

吉 川

久 喜 9月～10月 4 3

北 埼 10月9日 10 2

川 口 11月16日 10

浦 和 10月4日 10 6

戸 田 蕨 7月 6

大 宮 10月9日 3 5

鴻 巣 10月1日～10月7日

岩 槻 9月21日 8 30 40

川 越 10月25日 15

所 沢 10月25日 9

い る ま の 10月11日

小 川 松 山 10月5日 6 5 2

朝 霞
９月29日

10月6日
6

熊 谷
10月25日

11月8日
16

行 田 11月22日 67

深 谷

寄 居 11月9日 11 2

本庄児玉郡 2025/10/4 40

秩 父

合計 284 42 59

荒川ふれあい祭り2025のテントブースにて、トラックのペーパー工作や運転ゲーム、防犯ブザー配

布を行って業界の理解・関心を求めるとともに、交通安全の呼びかけも行った。

令和7年度「トラックの日」の各支部活動状況

支   部 実 施 日 活　　動　　内　　容
出動人員

KEEP38の啓発と自転車の関係する事故防止を目的として、春日部市内のイベントに参加。交通安

全啓発品の配布と業界のPR活動を行った。

草加市（11/4）、八潮市（11/13）に対し、車椅子寄贈

交通安全や社会貢献を目指す活動の一環として、支部会員にて市内小中学校にLED誘導灯を230本

配布した。また越谷市内トラックの森（公園）周辺の清掃活動を実施した。

今年度実施なし

社会福祉増進のため支部管轄内の市町村（久喜・旧鷲宮町・旧栗橋町・旧菖蒲町、蓮田市、白岡

市、幸手市、杉戸町、宮代町）の社会福祉協議会へ「車椅子」を寄贈した。

社会福祉増進のため支部管轄内の市町村（久喜・旧鷲宮町・旧栗橋町・旧菖蒲町、蓮田市、白岡

市、幸手市、杉戸町、宮代町）の社会福祉協議会へ「車椅子」を寄贈した。

支部会員社員による、行田市内（行田さくらロード）の清掃活動を実施した。

南区ふるさとふれあいフェアにて、冷凍車による乗車体験、お菓子すくい、チャリティー品の配布

など行い、トラック業界のＰＲ活動を行った。

交通安全標語及びトラックの日ＰＲ入り鉛筆を各市内小学校児童全員に配布。トラック運送業界の

存在意義を訴え、児童に理解を求めた。

「トラックの日」のPRとして、支部名の入った啓蒙品（タオル2,500枚)を作成し、支部管内の5警

察署に交通安全活動に使用していただく様に委託をした。

支部管轄域内の各小学校の1年生へトラックの日ＰＲ入り鉛筆を配布。あわせてトラック業界のＰ

Ｒ活動を行った。

「秋の全国交通安全運動出発式」にて岩槻区役所・岩槻警察署他、地域活動団体とで、街頭啓蒙活

動を実施。業界PRを行った。

富士見市役所周辺にて、『25富士見ふるさと祭り』に出店。啓蒙品等を配布するとともに交通安全

の声掛けをして、事故撲滅、死傷者の減少に繋がることを祈念した。

西武新宿線の航空公園駅前ロータリー周辺にて、交通安全の啓発活動と業界PRを行った。

南関東日野自動車㈱ 新狭山支店にて、献血運動を実施して啓発品の配布を行い、業界PRを行っ

た。

旧小川町中央公民館跡地にて交通安全フェアを開催。飲食物の提供を行い、サイトくん・小川警察

署による、地域の人達へ交通安全啓発活動を実施して業界のPRを行った。

支部地域内の低学年児童に交通事故防止を展開するため、「交通安全標語入りクリアホルダー」を

作成。配布を支部地域内（和光市、志木市、朝霞市、新座市）教育委員会宛に寄贈し、交通安全と

業界のPRを図った。

支部会員社員による、熊谷市内無信号交差点にあるカーブミラーの清掃活動を実施した。

今年度実施なし

寄居町産業祭・ふるさと祭典市において交通安全啓発活動

本庄駅周辺にて、支部会員社員による清掃活動を実施した。

今年度実施なし
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④ その他経営支援に資する取り組みの推進 

   ア. メールを活用した情報発信 

 事業経営に貢献する情報を収集し、身近な役立つ情報として発信するメールサ 

ービスを 69 回（627 登録事業者）会員事業者へ発信し有効な情報提供に努めた。 
 

（7）未加入事業者の加入促進 

  ① 会員の加入促進事業の推進 

   ア. 協会各支部との連携による加入促進活動の推進 

○ 協会各支部における新規加入促進活動 

協会各支部で行う新規加入促進活動に同席し、埼玉県トラック協会が行う事業、 

会員サービス等について説明し加入促進を図った。 

○ 新規許可事業者に対する加入促進活動 

埼玉運輸支局の「新規許可事業許可書交付式」の後に、埼玉県トラック協会の 

業務説明、入会案内を延べ 12 回 61 社に対し実施した。 

   イ. 適正化事業実施機関による加入促進 

適正化事業実施機関の巡回指導を通じて、巡回指導の終了後に埼玉県トラック 

協会未加入事業者に対し、埼玉県トラック協会が取り組む事業及び会員事業者への 

サービス内容を説明し、加入促進に努めた。 
 

（8）専門部会活動への支援 

 重量部会、路線部会、海上コンテナ部会の各部会においては、各部会で抱える諸問題 

の解決に向けた検討、情報の共有を図ったほか、法令遵守に向けた、各種研修会等を開 

催し諸問題解決の一助とした。また、次代を担う経営者層である青年部会に対し、青年 

経営者ならではの各種事業及び行事に後方支援を行い、部会活動の活性化を図った。 

① 青年部会 

役員会 12 回、幹事会 6 回を開催し、各支部との連携を図った。 

（役員会原則毎月、幹事会原則隔月） 

    関東トラック協会青年部会各種会議にも参加し、関東ブロックにおける、事業活動、 

諸課題への取り組みの議論を行っている。また、全日本トラック協会青年部会で開催 

しているブロック大会・全国大会へ参加し、知識の向上を図った。なお、各種研修会 

並びに勉強会等については、以下のとおり実施した。 

 ア．実利につながる勉強会及び交流会 

   青年経営者ならではの独自事業を展開し、協会各支部・ブロックの枠組みを超 

え連携した活動を展開し、更なる団結した部会組織とすべく、慢性的な労働力不足 

に悩む業界において、令和 7 年 12 月 6 日（土曜日）に「自動点呼について」と題 

し、勉強会を開催し部会員 54 名が参加した。勉強会終了後の交流会では青年部会 

員ならではの活発な意見交換が行われた。 

   イ．新春研修交流会 

      例年実施している、異業種から学ぶ研修会を新春賀詞交歓会と同時に開催して 

おり、令和 8 年 2 月 21 日（土曜日）に晴香葉子氏を講師とし「仕事に生かす 行動 

心理学」を演題に研修会を開催し、120 名の部会員が受講し今後の企業経営の一助 
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とした。 

   ウ．社会貢献活動 

      全日本トラック協会 青年部会が実施している災害対策義援金についての活動 

へ賛同し、青年部会として令和 7 年 10 月 18 日（土曜日）に開催した「チャリティ 

ゴルフ交流会」、令和 7 年 11 月 23 日（日曜日）に開催した「さいたまトラックフ 

ァミリーフェア 2025」で集まったチャリティ募金・売上金の総額 119,700 円の内 

100,000 円を寄付した。  

  ② 重量部会 

特殊車両通行許可制度などの重量物輸送に係る関係法令の遵守と輸送のより一層 

の安全を図るため、部会員各社の経営基盤強化対策として研修会を行った。全日本ト 

ラック協会重量部会、関東甲信越重量部会が行う会議、研修会に参加し県外事業者と 

の意見交換及び交流を深めた。 

   ア. 埼玉県トラック協会 重量部会 

    ○ 令和 7 年度 通常総会 

令和 7 年 6 月 13 日（金曜日）に令和 7 年度の通常総会を群馬県渋川市で 23 

社（うち委任状 13 社）が出席し開催し、令和 6 年度事業報告及び収支決算、 

令和 7 年度事業計画（案）及び収支予算（案）が審議され原案とおり承認された。 

また、監査役を選任するため会則の一部改正を行い、監査役の選任についても原 

案通り承認された。 

○ 新春研修会 

        令和 8 年 1 月 31 日（土曜日）に新春研修会を開催し、研修会では流通経済大 

学教授 大島弘明氏を講師とし「各改正法の概要と対応について」を演題に改正 

物流関連法、トラック適正化二法、改正下請法について研修会が開催され、16 事 

業者が受講し理解を深めた。 

イ．部外会議への参加・出席 

     全日本トラック協会並びに関東・甲信越重量部会の諸会議等へ出席し、重量物 

    輸送特有の関係法令や情報交換及び共有を図り、業界の健全な発展に努めた。 

【全日本トラック協会関係】 

〇 令和 7 年度 経営者研修会 

令和 8 年 2 月 5 日（木曜日）八仙閣（福岡県）において経営者研修会が開催さ 

れ、中小企業診断士・社会保険労務士 高橋 聡氏を講師とし「ドライバーの"や 

る気"を引き出すコンプライアンス対応型「運行形態別給与」について」を演題 

に研修会が開催され、94 名が受講し、埼玉県トラック協会 重量部会より２事業 

者が受講した。 

    ○ 令和 7 年度 通常総会 

      令和 7 年 6 月 17 日（火曜日）岐阜県高山市「高山グリーンホテル桜凛閣」に 

おいて、通常総会が開催され、令和 6 年度 事業報告及び令和 7 年度 事業計画 

（案）、任期満了に伴う役員改選が審議され、原案通り全ての議案が承認された。 

常総会には全国から 89 名が参加し、埼玉県トラック協会 重量部会より 2 事業 

者が参加した。 
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【関東・甲信越重量部会関係】 

〇 令和 7 年 7 月 9 日（水曜日）長野県長野市「ホテル国際 21 長野」において、 

通常総会が開催され、全ての議案が原案通り承認された。通常総会に引続き、善 

光寺 営繕局次長 若麻績宗亮氏を講師とし「仏教の道標 ～安全運行（事故防止） 

に向けて～」を演題に研修会が開催され、69 名が受講し、埼玉県トラック協会 

 重量部会より 9 事業者が受講した。 

  ③ 路線部会 

    特別積み合わせ事業者間の輸送協力や情報交換を図ることを目的に、研修会・交流 

会を開催し、現場管理者として部会員間の連携を強めた。併せて全日本トラック協会、 

物流ネットワーク委員会と連携し、行政が発する関係法令、並びに関係団体からの情 

報を提供し、各社の各営業所における遵法水準の統一化と向上を図った。 

○ 令和７年度 通常総会・研修会 

      令和 7 年 7 月 18 日（金曜日）通常総会を開催し、全ての議案が原案通り承認 

された。通常総会後には、株式会社 NX 総合研究所 ゼネラルマネージャー 金澤 

匡晃氏を講師とし「改正貨物自動車運送事業法の解説」を演題に研修会を開催し、 

47 事業者が受講して法改正について理解を深めた。 

○ 令和８年 新春研修会 

      令和 8 年 2 月 27 日（金曜日）新春研修会を開催し、第１部は埼玉県警からの 

依頼により、埼玉県警察本部刑事部組織犯罪対策局 組織犯罪対策第二課 外国人 

安全対策係 小林和絵氏を講師とし「不正配送等事件の現状」について、第 2 部 

では、埼玉県警察本部 交通部 高速道路交通警察隊 隊長補佐 神野準一氏を講師 

とし「高速道路における事故事例と安全走行」を演題に研修会を開催し、20 事業 

者が受講し部会員の事業運営の一助とした。 

  ④ 海上コンテナ部会 

海上コンテナ部会においては、部会員相互の結束を固め、待機時間の削減等部会に 

おける問題について情報交換を行い以下の事業に取り組んだ。 

ア. 埼玉県トラック協会 海上コンテナ部会 

○ 令和７年度 通常総会 

        令和 7 年 6 月 17 日（火曜日）通常総会を開催し、全ての議案が原案通り承認 

された。通常総会後には、全日本トラック協会 輸送事業部長 土屋文昭氏を講師 

とし「海上コンテナ輸送に係る安全輸送（横転事故防止）及び運賃交渉セミナー」 

を演題に研修会を開催し 21 事業者が受講した。また、研修会後の懇親会では、 

全日本トラック協会 海上コンテナ部会長藤木幸二氏をご来賓としてお招きし、 

部会員と懇親を深めていただいた。 

○ 創立 15 周年記念式典 

      令和 7 年 9 月 18 日（木曜日）創立 15 周年にあたり記念式典を開催し、埼玉 

県トラック協会 遠藤会長をはじめ、全日本トラック協会 海上コンテナ部会 部 

会長藤木幸二氏、関東トラック協会 海上コンテナ部会 部会長 宮治 豊氏、茨 

城・千葉・群馬各県トラック協会海上コンテナ部会長、栃木県トラック協会 海 

上コンテナ部会副部会長、野中衆議院議員、森田衆議院議員、千葉埼玉県議議員 

にご来賓としてご臨席いただいた。 
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○ 年末意見交換会 

        令和７年 11 月 26 日（水曜日）繁忙期における年末意見交換会を開催し、９事 

業者が参加し、繁忙期における海上コンテナ輸送の安全確保等について意見交換 

を行った。 

○ 令和 8 年 新春研修会 

 令和 8 年 2 月 25 日（水曜日）新春研修会を開催し、トヨタ自動車株式会社  

One Stream 代表 足立聡史氏を講師とし「現場とシステムの連携による新しいコ 

ンテナ物流、ドレージの可能性」を演題に研修会を開催し、15 事業者が受講し 

た。 

イ. 部外会議への参加・出席 

全日本トラック協会並びに関東トラック協会の諸会議へ出席し、国際海上コン 

テナ輸送業界特有の諸問題の共有、情報交換を図り、国際海上コンテナ輸送の事故 

防止、適正な輸送等の推進を図った。 

     【全日本トラック協会】 

○ 第 67 回 海上コンテナ部会総会（全日本トラック協会） 

        令和７年７月４日（金曜日）全日本トラック協会 海上コンテナ部会の通常総 

会が開催され、全ての議案が原案通り承認された。埼玉県トラック協会 海上コ 

ンテナ部会 穐山部会長をはじめ、６事業者の役員が出席した。通常総会後は「海 

上コンテナの陸上輸送における港湾エリア等の安全対策」について、パネルディ 

スカッションが行われ、コーディネーターを全日本トラック協会 輸送事業部  

部長 土屋文昭氏が務め、パネリストに行政（静岡県清水港管理局）、港湾運送事 

業者、トラック運送事業者、トラックドライバーが参加し、活発な意見交換が行 

われた。 

    ○ 全日本トラック協会 海上コンテナ部会 正副部会長会議及び各都道府県トラ 

ック協会 海上コンテナ部会 部会長合同会議 

      令和 7 年 5 月 23 日（金曜日）午後 3 時 00 分（ザ・プリンスさくらタワー東 

京）、令和 7 年 7 月 3 日（木曜日）午後 2 時 00 分（ホテルグランヒルズ静岡）、 

令和 8 年 2 月 20 日（金曜日）午後 3 時 00 分（ザ・プリンスさくらタワー東京） 

で開催された会議に埼玉県トラック協会 海上コンテナ部会 穐山部会長が出席 

した。 

【関東トラック協会】 

○ 関東トラック協会 海上コンテナ部会通常総会 

        令和 7 年 7 月 23 日（水曜日）関東トラック協会 海上コンテナ部会の通常総 

会が開催され、令和 6 年度 事業報告及び収支決算、令和 7 年度 事業計画（案） 

及び収支予算（案）、任期満了に伴う役員の改選について審議され、全ての議案 

が原案とおり承認された。埼玉県トラック協会 海上コンテナ部会より穐山部会 

長をはじめ、４名の役員が出席した。 

    ○ 関東トラック協会 海上コンテナ部会 正副部会長・監事合同会議 

      令和 7 年 5 月 12 日（月曜日）午後 2 時 00 分（東京都トラック総合会館）、令 

和 7 年 12 月 15 日（月曜日）午後 2 時 00 分（東京都トラック総合会館）に関東 

トラック協会 海上コンテナ部会 正副部会長・監事合同会議が開催され、「東京 
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都トラック協会 海上コンテナ部会と関東運輸局による意見交換会」「国際海上コ 

ンテナ陸上輸送の安全確保のための関東地方連絡会議」「青海公共コンテナター 

ミナルでの長時間荷待ちについて」等を議題に審議を行い、埼玉県トラック協会 

 海上コンテナ部会より穐山部会長他、役員が出席した。 

    ○ 第 11 回 国際海上コンテナの陸上運送の安全確保のための関東地方連絡会議 

      令和 7 年 8 月 8 日（金曜日）午後 2 時 00 分より開催された会議へ出席し、「国 

際海上コンテナの陸上運送に係る安全対策」について議論され、その後の意見交 

換会では活発な情報交換が行われた。埼玉県トラック協会 海上コンテナ部会よ 

り穐山部会長他、役員が出席した。 
 

（9）その他 

  ① 埼玉県トラック協会の事業運営に関すること 

   ア. 埼玉県トラック協会の事業運営に関すること 

正副会長と県内 4 ブロック協議会の協議会長との合同会議を 2 回開催し、埼玉 

    県トラック協会の事業及び運営について議論・検討を行うとともに、各ブロック協 

議会が行う事業等について情報交換と情報共有を行った。 

   イ. 特別委員会の設置について 

遠藤会長の強い理念のもと、埼玉県トラック協会の今後のあり方や運送業界の 

課題等あらゆるテーマを抽出し調査研究を行い、理事会に対し提言等を行うととも 

に関係機関、団体及び会員事業者へその成果を提供することにより、業界の発展と 

地位の向上に寄与することを目的として、令和 7 年 11 月 14 日の理事会において 

新たな特別委員会「シンクタンク委員会」の設置が承認され、最初のテーマとして、 

「同一事業、同一サービス、同一会費」を享受するための最適な組織単位の再構築 

を目指すための議論が令和 7 年 12 月 23 日（火曜日）の第 1 回開催を皮切りに開 

始された。 

  ② 協会各支部及び協会各ブロック協議会との連携 

ア. 協会各支部及び協会各ブロック協議会の事業に対する助成事業 

協会各支部で行う「トラックの日」の活動に対し、支部の事業に助成を行い、併 

せて協会各ブロック協議会の諸活動に対し、活動に係る費用の一部を助成し地域の 

活性化を図った。 

  ③ 他都道府県トラック協会との意見交換の実施 

   ア. 他都道府県トラック協会との情報・意見交換の実施 

2024 年問題が 1 年を経過し、会員事業者においては法令を遵守し就労環境改善 

などに取り組んでいるところであるが、燃料価格をはじめとした物価高騰による価 

格転嫁は十分に進んでいるとは言えず、中小事業者が大半を占める運送業界を取り 

巻く環境はまだまだ厳しい状況であることに加え、一昨年の年末に軽油引取税の暫 

定税率廃止等の議論が進み、今後の変化を伴う時代に即した協会（組織）運営や会 

員サービスや保有施設等の運用について意見を交わすため同等規模の一般社団法 

人愛知県トラック協会並びに中部トラック総合研修センターの視察及び意見交換 

会を実施した。 

○ 開 催 日 令和 8 年 2 月 9 日（月曜日）～10 日（火曜日） 
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    ○ 視 察 先 一般社団法人愛知県トラック協会及び 

中部トラック総合研修センター 

    ○ 参 加 者 11 名（事務局含む） 

  ④ 各種表彰への対応 

   ア. 陸運関係（国土交通大臣、関東運輸局長、埼玉運輸支局長）表彰への推薦 

国土交通大臣表彰をはじめ、関東運輸局長表彰、埼玉運輸支局長表彰の功労者、 

従事者、運転者、運行・整備管理者等各種表彰に対して、各ブロック協議会または、 

各支部より推薦された会員事業者の推薦に努め、功労者においては、令和 8 年 1 月 

15 日（木曜日）に開催した令和 8 年新年賀詞交歓会と合同で祝賀会を行った。 

   イ. 交通安全対策協議会及び交通安全協会の各種表彰への推薦 

交通安全対策を積極的に取り組み推進し、交通事故防止に顕著な功績があった 

事業所及び個人に対して、表彰推薦基準に基づき候補者について推薦を行った。 

  ⑤ 行政他関連団体との大型車通行適正化に向けた協議会の開催 

ア. 第 21 回大型車通行適正化に向けた関東連絡協議会 

令和 7 年 7 月 28 日（月曜日）WEB（Teams）及びさいたま新都心合同庁舎 2 号 

館において開催され、42 名が出席し、埼玉県トラック協会より事務局 2 名が出席 

した。 

イ. 第 22 回大型車通行適正化に向けた関東連絡協議会 

令和 8 年 1 月 22 日（木曜日）WEB（Teams）及びさいたま新都心合同庁舎 2 号 

館で開催され 41 名が出席した。埼玉県トラック協会より事務局 2 名が出席した。 

ウ. 令和 7 年度 通行許可迅速化検討部会（関東地域連絡協議会） 

令和 7 年 12 月 2 日（火曜日）WEB（Teams）で開催され、49 人が出席した。 

埼玉県トラック協会より事務局 2 名が出席した。 

  ⑥ 国、経済団体、埼玉県、民間企業との人手不足対策分科会の開催 

ア．強い経済の構築に向けた埼玉県戦略会議 令和７年第１回 人手不足分科会 

令和 7 年８月８日(金曜日)知事公館大会議室で開催され、32 名が出席した。埼 

玉県トラック協会より事務局 1 名が出席した。 

   イ．強い経済の構築に向けた埼玉県戦略会議 令和７年第 2 回 人手不足分科会 

令和 7 年 11 月 6 日（木曜日）川口高等技術専門校において開催され、34 名が 

    出席し、埼玉県トラック協会より事務局１名が出席した。上記分科会において埼玉 

県と連携し、「埼玉の持続可能な物流の確保に向けた共同宣言」の実施、「宅配を１ 

回で受け取ろうキャンペーン」の展開として、キャンペーン動画を制作し、Youtube 

のＣＭで周知をし、またステッカーを制作、配布した。 

 

３ 会議の開催状況 

（１）通常総会の開催状況 

・開催日時 令和 7 年６月 5 日（木曜日） 午後 2 時 30 分 

 

   ・開催場所 群馬県渋川市伊香保町伊香保 135 番地 

         伊香保温泉「ホテル木暮」 

  ・出席者数 会員総数  2,438 者 出席者  1,830 者（委任状  1,694 者） 
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   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 6 年度 一般会計及び交付金特別会計決算承認について 

② 令和 6 年度 総合教育センター会計決算承認について 

③ 令和 6 年度 大宮 T・S 会計決算承認について 

④ 役員の報酬について 

⑤ 定款の一部改正について 

⑥ 役員の改選について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 6 年度 事業報告について 

    ② 令和 7 年度 事業計画及び一般会計、交付金特別会計予算について 

    ③ 令和 7 年度 総合教育センター会計予算について 

    ④ 令和 7 年度 大宮 T・S 会計予算について 

    ⑤ 借入最高限度額の決定について 

    ⑥ 公益目的支出計画実施報告書等の提出について 

上記について、異議なく了承された。 
 

（２）理事会の開催状況 

○ 第１回 理事会 

   ・開催日時 令和 7 年 5 月 8 日（木曜日） 午後 2 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

         埼玉県トラック総合会館 6 階大会議室 

   ・出席者数 理事定数 40 名 出席理事 36 名 

   【審議事項・審議結果】 

① 令和 6 年度 事業報告について 

② 令和 6 年度 一般会計決算承認について 

③ 令和 6 年度 交付金特別会計決算承認について 

④ 令和 6 年度 総合教育センター会計決算承認について 

⑤ 令和 6 年度 大宮ＴＳ会計決算承認について 

⑥ 公益目的支出計画実施報告書について 

⑦ 員外理事及び監事の推薦について 

⑧ 理事及び監事選任規程の一部改正について 

⑨ 定款の一部改正について（通常総会決議議案） 

⑩ 新規入会希望者の理事会承認並びに退会事業者の報告について 

⑪ 埼ト協政策研究会 

     ア. 令和 6 年度 事業報告及び決算並びに 

令和 7 年度 事業計画（案）及び予算（案）承認について 

イ．役員の改選について 

    ⑫ 自由民主党埼玉県トラック支部 

     ア．令和 6 年度 決算承認について 

     イ．役員の改選について 
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    ⑬ 埼玉県トラック政治連盟 

     ア．令和 6 年度 事業報告及び決算並びに 

令和 7 年度 事業計画（案）及び予算（案）承認について 

     イ．役員の改選について 

    ⑭ 陸上貨物運送事業労働災害防止協会 埼玉県支部 

     ア．令和 6 年度 事業報告及び収支決算の承認について 

    ⑮ 第 13 回 通常総会等の運営要領について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① アジアにおける流通・物流視察研修 2024（ベトナム）報告について 

    ② 貨物自動車運送事業法の一部改正案等の概要等について（全日本トラック協会） 

    ③ 物流改正法の説明会の開催について 

    ④「軽装推奨期間（クールビズ）」の実施について 

    ⑤ 第 75 回 全国植樹祭に伴う交通規制について 

    ⑥ 委員会開催報告（交通対策委員会、適正化事業推進委員会、環境対策委員会、 

災害対策・施設運営委員会、総務委員会、経営支援委員会、労務対策委員会、 

労働災害防止推進委員会） 

    ⑦ 交通死亡事故多発非常事態宣言の発令について 

上記について、異議なく了承された。 
 

  ○ 第２回 理事会 

   ・開催日時 令和 7 年 6 月 5 日（木曜日） 午前 1 時 15 分 

・開催場所 群馬県渋川市伊香保町伊香保 135 番地 

      伊香保温泉「ホテル木暮」 1 階 SAKURA 

・出席者数 理事定数 40 名 出席理事 36 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 新規入会希望者の理事会承認及び退会事業者の報告について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 埼玉県トラック運送事業者 燃料価格高騰支援金について 

    ② 第 13 回 通常総会の運営要領について 

    ③ 理事・監事・評議員候補者について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 第３回 理事会 

   ・開催日時 令和 7 年 6 月 5 日（木曜日） 午後 4 時 30 分 

・開催場所 群馬県渋川市伊香保町伊香保 135 番地 

      伊香保温泉「ホテル木暮」 1 階 SAKURA 

   ・出席者数 理事定数 42 名 出席理事 38 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 会長、副会長の選定について 

    ② 専務理事、常務理事の選定について 
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    ③ 評議員の選定について 

    ④ 常設委員会委員の承認について 

    ⑤ 顧問の委嘱について 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 第４回 理事会 

・開催日時 令和 7 年 7 月 15 日（火曜日） 午後 3 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 3 階「プラチナルーム」 

   ・出席者数 理事定数 42 名 出席理事 38 名 

    【審議事項・審議結果】 

① 各種助成金の取り扱い変更（案）について 

② 新規入会希望者の理事会承認及び退会事業者の報告について 

③ 第 68 回 関東トラック協会事業者大会の開催について 

④ 第 30 回 全国トラック運送事業者大会の開催について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

① 常設委員会担当副会長の決定について 

② 全日本トラック協会における第 1 種会員及び第 2 種会員について 

    ③ 中小企業信用保険法業種指定のための輸送量等に係る実態調査のお願いにつ 

いて 

    ④ 理事・監事・評議員への連絡方法について 

    ⑤ 「退任役員感謝の集い」の運営要領について 

    ⑥ 埼玉県トラック政治連盟、埼ト協政策研究会、埼玉県高速道路交通安全協議会、 

高速道路交通警察官友の会加入促進について 

    ⑦ 関東運輸局 幹部の異動について 

    ⑧ 行事予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 第５回 理事会 

   ・開催日時 令和 7 年 9 月 3 日（水曜日） 午後 2 時 15 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 4 階「ロイヤルクラウン BC」 

   ・出席者数 理事定数 41 名 出席理事 37 名 

   【審議事項・審議結果】 

① 新規入会希望者の理事会承認及び退会事業者の報告について 

 

② 通常総会資料の電子提供制度導入について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

① 理事の辞任について 

② 中野国土交通大臣からの「トラック運送業における価格転嫁・取引適正化に関 
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する今後の取り組みについての要請」について 

    ③ 業務前自動点呼及び事業者間遠隔点呼に係る管理の受委託について 

    ④ 第 68 回 関東トラック協会事業者大会 参加者について 

    ⑤ 第 30 回 全国トラック運送事業者大会 参加者について 

    ⑥ 立体駐車場解体工事に伴う会員事業者への周知について 

    ⑦ トラック適正化二法改正に関する説明会について 

    ⑧ 委員会報告（労務対策委員会、労働災害防止推進委員会、交通対策委員会、適 

正化事業推進委員会、総務委員会、環境対策委員会、災害対策・施設運営委員 

会） 

上記について、異議なく承認された。 
 

  ○ 第６回 理事会 

   ・開催日時 令和７年 11 月 14 日（金曜日） 午後 2 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 3 階「プラチナルーム」 

   ・出席者数 理事定数 41 名 出席理事 36 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 新たな特別委員会の設置（案）について 

    ② 常設委員会 正副委員長選出方法について 

    ③ 新規入会希望者の理事会承認並びに退会事業者の報告について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① さいたまトラックファミリーフェア 2025 の開催について 

    ② 令和 7 年度 物流セミナーの開催について 

    ③ トラック・物流 G メンの活動について 

    ④ 令和 8 年度 陸運関係表彰推薦候補者「ブロック協議会（各支部）検討資料」 

について 

    ⑤ 支援政党について 

    ⑥ 令和 8 年度 新年賀詞交歓会並びに令和 7 年度 陸運関係表彰受賞者合同 

祝賀会について 

    ⑥ 委員会開催報告について（環境対策委員会、災害対策・施設運営委員会、労務 

対策委員会、交通対策委員会、適正化事業推進委員会） 

上記について、異議なく了承された。 
 

  ○ 第７回 理事会 

   ・開催日時 令和 8 年 1 月 15 日（木曜日） 午後 3 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 4 階「ロイヤルクラウン A」 

   ・出席者数 理事定数 41 名 出席理事 40 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 定款の一部変更（案）について 

    ② 新規入会希望者の理事会承認並びに退会事業者の報告について 
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上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 2025 年度 安全性優良事業所の認定について 

    ② 鳥インフルエンザ対応に係る物資輸送の状況について 

    ③ さいたまファミリーフェア 2025 の開催報告について 

    ④ 令和 8 年度 新年賀詞交歓会等運営要領について 

    ⑤ 委員会開催報告（経営支援委員会、総務委員会、交通対策委員会、環境対策委 

       員会、災害対策・施設運営委員会、特別委員会） 

上記について、異議なく了承された。 
 

  ○ 第 8 回 理事会 

・開催日時 令和 8 年 3 月 25 日（木曜日） 午後 2 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

      埼玉県トラック総合会館 6 階大会議室 

   ・出席者数 理事定数 41 名 出席理事 33 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年度 事業計画（案）について 

    ② 令和 8 年度 一般会計予算（案）について 

    ③ 令和 8 年度 交付金会計予算（案）について 

    ④ 令和 8 年度 教育センター会計予算（案）について 

    ⑤ 令和 8 年度 大宮 TS 会計予算（案）について 

    ⑥ 借入最高限度額の決定について 

    ⑦ 基金の管理状況について 

    ⑧ 役員の報酬（案）について 

    ⑨ 新規入会希望者の理事会承認並びに退会事業者の報告について 

    ⑩ 埼玉県トラック協会表彰規程に基づく表彰について 

    ⑪ 陸上貨物運送事業労働災害防止協会 埼玉県支部 令和 8 年度 事業計画（案） 

及び収支予算（案）について 

    ⑫ 陸上貨物運送事業労働災害防止協会 埼玉県支部 支部規約の一部変更（案） 

について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 燃料安定供給等要望活動及び全日本トラック協会 燃料価格高騰等経営危機 

突破総決起大会について 

    ② 自由民主党埼玉県連合会及び公明党埼玉県本部への要望結果について 

    ③ 安全性優良事業所（G マーク）認定状況について 

    ④ 埼玉運輸支局 人事異動について 

    ⑤ 埼玉県警察 人事異動について 

    ⑥ 協会職員の人事異動について 

    ⑦ 委員会開催報告（労務対策委員会、労働災害防止推進委員会、交通対策委員会、 

適正化事業推進委員会、環境対策委員会、災害対策・施設運営委員会、経営支 
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援委員会、総務委員会、シンクタンク委員会） 

上記について、異議なく了承された。 
 

（３）正副会長会議の開催状況 

  ○ 令和 7 年度 第１回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年５月 8 日（木曜日） 午後 1 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・会  長 瀬山 豪  副会長 永井保之、遠藤長俊、川島 満、遠藤 光 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 第 13 回 通常総会等の運営要領（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 貨物自動車運送事業法の一部改正案等の概要等について 

    ② 第 75 回 全国植樹祭への出席及び埼玉県緑化等功労者として知事感謝状の 

受贈について 

    ③ 第 1 回 理事会運営要領等について 

上記について、異議なく了承された。 
 

  ○ 令和 7 年度 第 2 回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 6 月 5 日（木曜日） 午後 0 時 25 分 

・開催場所 群馬県渋川市伊香保町伊香保 135 番地 

      伊香保温泉「ホテル木暮」1 階 SAKURA 

   ・会  長 瀬山 豪  副会長 永井保之、遠藤長俊、川島 満、遠藤 光 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 埼玉県トラック運送事業者燃料価格高騰支援金について 

    ② 第 13 回 通常総会等の運営要領について 

    ③ 理事・監事・評議員候補者について 

上記について、異議なく了承された。 
 

  ○ 令和 7 年度 第 3 回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 6 月 18 日（水曜日） 午後 1 時 25 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 埼玉県トラック協会 常設委員会における担当副会長及び全日本トラック協会 

 常任委員会委員の推薦について 

    ② 全日本トラック協会 会員の入退会及び理事の変更等について 

    ③ 各種助成金の取り扱い変更（案）について 

    ④ 第 68 回 関東トラック協会事業者大会の開催について 
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    ⑤ 第 30 回 全国トラック運送事業者大会の開催について 

    ⑥ 第 4 回 理事会及び「感謝の集い」の運営要領（案）について 

    ⑦ 今後の会議日程等について 

    ⑧ 通常総会資料の電子提供制度導入の検討について 

    ⑨ 陸上貨物運送事業労働災害防止協会 本部の総代（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 交通安全部による各種行事について 

    ② 埼玉県トラック政治連盟、埼ト協政策研究会、埼玉県高速道路交通安全協議会、 

高速道路交通警察官友の会加入状況、加入促進について 

    ③ 行事予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

  ○ 令和 7 年度 第 4 回正副会長会議（正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 7 月 15 日（水曜日） 午後 2 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 2 階「さくらそう・ふじ」 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 第 14 回 通常総会等（令和 8 年度）開催場所について 

    ② 第 30 回 全国トラック運送事業者大会について 

    ③ 第 19 回 支部対抗チャリティーゴルフコンペについて 

    ④ 高速道路交通警察官友の会役員の就任について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

    ① 第 4 回 理事会及び「感謝の集い」の運営要領について 

    ② 行事予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 5 回正副会長会議・第 1 回 ブロック協議会長合同会議 

（正副会長、ブロック協議会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 8 月 20 日（水曜日） 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区高鼻町 2－276 

料亭 大宮「一の家」 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   ・協議会長 東部ブロック協議会 藤波淳一、南部ブロック協議会 池永和義 

         西部ブロック協議会 清水英次、北部ブロック協議会 戸谷幸雄 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 常設委員会 正副委員長選出方法について 

    ② 埼玉県交通安全対策協議会に係る交通安全功労団体の支部推薦について 
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    ③ 理事の辞任について 

    ④ 大野もとひろと日本一暮らしやすい埼玉をつくる会政治資金パーティー 

について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 8 年度 トラック関係施策に関する要望及び予算編成に関する要望 

（埼玉県）について 

    ② 【全日本トラック協会 プレスリリース】2025 年度 G マーク申請受付数 

について 

    ③ 第 68 回 関東トラック協会事業者大会について 

    ④ 第 30 回 全国トラック運送事業者大会について 

    ⑤ 「トラック適正化二法」説明会（9 月 3 日）について 

    ⑥ 立体駐車場解体工事に伴う会員事業者への周知について 

    ⑦ 【安否確認サービス】9 月 1 日（防災の日）一斉訓練の実施について 

    ⑧ 物流セミナーの開催日程について 

    ⑨ 各ブロック協議会の活動状況報告等について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 6 回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 9 月 3 日（火曜日） 午後１時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 2 階「やまぶき・さつき」 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 交通安全大会運営要領について 

    ② 理事辞任に伴う川越支部の対応について 

    ③ 自由民主党 物流調査会資料について 

    ④ 本日のスケジュールについて 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 7 回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 10 月 24 日（金曜日） 午後 2 時 00 分 

 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 2 階「やまぶき・さつき」 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 新たな特別委員会の設置について 

    ② 自由民主党 埼玉県支部連合会及び公明党 埼玉県本部との意見交換会に 

ついて 
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上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 大宮 TS 天然ガススタンドの営業終了予定について（第一報） 

    ② 今後のスケジュールについて 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 8 回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 11 月 14 日（金曜日） 午後 1 時 27 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 2 階「やまぶき・さつき」 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年 新年賀詞交歓会及び令和 7 年度 陸運関係表彰受賞者合同祝賀会 

について 

    ② 第 19 回 支部対抗親睦チャリティーゴルフコンペについて 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 自由民主党 埼玉県支部連合会との意見交換会について 

    ② さいたまトラックファミリーフェア 2025 開催に係る連絡事項について 

    ③ 自由民主党 物流調査会情報提供について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 9 回正副会長会議・第 3 回 ブロック協議会長合同会議 

（正副会長、ブロック協議会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 12 月 9 日（火曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

         埼玉県トラック総合会館 ５階中会議室 

      ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   ・協議会長 東部ブロック協議会 藤波淳一、南部ブロック協議会 池永和義 

         西部ブロック協議会 清水英次、北部ブロック協議会 戸谷幸雄 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 国土交通大臣表彰推薦候補者等について 

    ② 令和 8 年交通遺児募金額（案）について 

    ③ 第 31 回 全国トラック運送事業者大会について 

    ④ 第 69 回 関東トラック協会事業者大会について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① さいたまトラックファミリーフェア 2025 の開催について 

    ② 「重点支援地方交付金」を活用した貨物自動車運送事業者に対するご支援 

について（お願い） 
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    ③ 各ブロック協議会の活動状況報告等について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 10 回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年 1 月 15 日（木曜日） 午後２時３０分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 ２階「つつじ」 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 政権与党以外の政党に対する対応方針（案）について 

    ② 令和 8 年 新年賀詞交歓会等運営要領について 

    ③ 埼玉県トラック総合教育センター車両（連結車両）の入替について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 2025 年度 安全性優良事業所の認定について 

    ② 鳥インフルエンザ対応に係る物資輸送の状況について 

    ③ 特別委員会の開催報告について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 11 回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年 2 月 19 日（木曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

      埼玉県トラック総合会館 ５階中会議室 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年度 事業計画（案）及び予算（案）について 

     ア. 総務委員会（総務部）事業計画（案）及び予算（案）について 

     イ. 経営支援委員会（経理部）事業計画（案）及び予算（案）について 

     ウ. 労務対策委員会（業務部）事業計画（案）及び予算（案）について 

     エ. 労働災害防止推進委員会（陸災防 埼玉県支部）事業計画（案）及び予算（案） 

について 

     オ. 交通対策委員会（交通安全部）事業計画（案）及び予算（案）について 

     カ. 適正化事業推進委員会（適正化事業部）事業計画（案）及び予算（案） 

について 

     キ. 環境対策委員会（環境防災部）事業計画（案）及び予算（案）について 

     ク. 災害対策・施設運営委員会（環境防災部・総合教育センター） 事業計画（案） 

及び予算（案）について 

     ケ. シンクタンク委員会（総務部）事業計画（案）及び予算（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 
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    ① 今後の会議日程及び行事予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 12 回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年 3 月 11 日（水曜日） 午後 0 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市中央区新都心 2－2 

ホテル ブリランテ武蔵野 6 階「藤」 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年度 事業計画 策定基調（案）について 

    ② 令和 8 年度 一般会計及び交付金特別会計収支予算（案）について 

    ③ 燃料安定供給及び支援への要望（案）について 

    ④ 全日本トラック協会「燃料高騰等経営危機突破総決起大会」の開催について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 第 2 回 シンクタンク委員会の開催内容について 

    ② 令和 8 年度 埼玉県への施策並びに予算編成に対する要望への自由民主党・ 

公明党からの回答について 

    ③ 令和 7 年度 物流セミナーについて 

    ④ 職員の人事異動について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 13 回正副会長会議 （正副会長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年 3 月 25 日（水曜日） 午後 0 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

      埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・会  長 遠藤長俊  副会長 永井保之、川島 満、石田幸良、足立 勝、 

鈴木孝明 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 借入最高限度額の決定について 

    ② 基金の管理状況について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 燃料安定供給等要望活動について 

    ② 全日本トラック協会「燃料価格高騰等経営危機突破総決起大会」の開催に 

ついて 

    ③ 埼玉運輸支局 人事異動について 

    ④ 埼玉県警察 人事異動について 

上記について、異議なく了承された。 
 

（４）委員会の開催状況 
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  ◆ 総務委員会 

  ○ 令和 7 年度 第１回 総務委員会 （正副委員長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 4 月 24 日（木曜日） 午前 10 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 

埼玉県トラック総合会館 ５階中会議室 

   ・委 員 長 粟 屋 慎 治  副委員長 清 水 英 次 

   ・委 員 数 14 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長並びに副委員長の選任について 

    ② 令和 7 年度 総務委員会 事業計画並びに予算概要説明について 

    ③ 総務委員会各事業の方向性について 

     ア. 第 22 回 児童絵画作品コンクールについて 

     イ. 第 19 回 支部対抗親睦チャリティーゴルフコンペについて 

          ウ. 他県トラック協会との意見交換会について 

     エ. マネジメントアカデミー2025 及び令和 8 年度開催に向けた中間管理者層 

向け研修会について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① ハラスメント対策セミナー開催結果について 

    ② 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第２回 総務委員会 （正副委員長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 7 月 28 日（月曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

         埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 粟 屋 慎 治  副委員長 清 水 英 次 

・委 員 数 14 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長並びに副委員長の選任について 

    ② 立体駐車場の解体に伴う業者選定について 

        ③ 第 19 回 支部対抗親睦チャリティーゴルフコンペについて 

    ④ 令和 8 年度開催に向けた中間管理者層向け研修内容について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① マネジメントアカデミー2025 第 1 回の結果について 

上記について、異議なく了承された。 
 

  ○ 令和 7 年度 第３回 総務委員会 （正副委員長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 12 月 1 日（月曜日） 午後 2 時 20 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1－7－5 

         ソニックシティ 9 階 905 会議室 
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   ・委 員 長 粟 屋 慎 治  副委員長 清 水 英 次 

・委 員 数 14 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 総務委員会事業進捗状況について 

     ア. マネジメントアカデミー2025 について 

          イ. 第 22 回 児童絵画作品コンクールについて 

      ウ. 第 19 回 支部対抗親睦チャリティーゴルフコンペについて 

    ② 令和 8 年度 総務委員会 事業計画（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 入退会の報告について 

    ② 次回 総務委員会開催日程及び内容について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第４回 総務委員会 （正副委員長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年２月 5 日（木曜日） 午前 10 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町１丁目 299 番地 3 

         埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 粟 屋 慎 治  副委員長 清 水 英 次 

・委 員 数 14 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 総務委員会 事業実施状況について 

    ② 令和 8 年度 総務委員会 事業計画（案）及び予算（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

    ① 愛知県トラック総合会館及び中部トラック総合研修センター視察について 

上記について、異議なく了承された。 
 

◆ 労務対策委員会 

○ 令和 7 年度 第１回 労務対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 4 月 24 日（木曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

      埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 荒 川 優 二  副委員長 堀口喜一朗 

   ・委 員 数 14 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長並びに副委員長の選任について 

    ② 令和 7 年度 労務対策委員会 事業計画並びに予算概要説明について 

    ③ 令和 7 年度 労務対策委員会セミナー等の開催について 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 令和 7 年度 第２回 労務対策委員会 （正副委員長 敬称略） 
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   ・開催日時 令和 7 年 7 月 17 日（木曜日） 午前 10 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 松 本 佳 和  副委員長 堀口喜一朗 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 埼玉県交運労協からの要望及び意見交換会について 

    ② 脳 MRI 健診に係る助成金の取り扱いについて 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 令和 7 年度 第３回 労務対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

   ・開催日時 令和７年 10 月 30 日（木曜日） 午後 3 時 15 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市中央区新都心 3－2 

THE MARK GRAND HOTEL 5 階 GRAND ROOM 

   ・委 員 長 松 本 佳 和  副委員長 堀口喜一朗 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 交通運輸政策要請に対する回答について 

     ア. 交運労協からの要請書について 

     イ. 交運労協からの要請書に対する回答について 

    ② 労務対策委員会と交運労協の意見交換会運営要領について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

    ① 埼玉労働局による企業ヒアリングについて 

    ② トラック運転者にかかる時間外労働の上限規制に関する説明会のご案内 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 4 回 労務対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年 2 月 2 日（月曜日） 午前 10 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 松 本 佳 和  副委員長 堀口喜一朗 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 労務対策委員会 事業・予算執行状況について 

    ② 令和 8 年度 労務対策委員会 事業計画（案）並びに予算（案）について 

    ③ 新たな保養所との契約について 

上記について、異議なく承認された。 
 

◆ 交通対策委員会 

○ 令和 7 年度 第１回 交通対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 4 月 17 日（木曜日） 午後 1 時 30 分 
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・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 橋 本 龍 太 郎  副委員長 木 村 英 二 

   ・委 員 数 14 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長並びに副委員長の選任について 

    ② 令和 7 年度 交通対策委員会 事業計画並びに予算概要説明について 

    ③ 交通対策委員会各事業の方向性について 

     ア. さいたまトラックファミリーフェアの開催について 

     イ. FM NACK5「FANCKY FRIDAY」とのコラボ企画（案）について 

     ウ. 交通安全大会の開催（案）について 

     エ. 酩酊体験ゴーグルの活用について 

    ④ 一般財団法人埼玉県交通安全協会に係る交通栄誉賞「緑十字銅賞」及び 

警察本部長・県交通安全協会長連名表彰受賞候補者の推薦（案）について 

    ⑤ 令和 8 年 新入学児童防犯ブザー寄贈に係る事業者の選定（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 「第 5 回 交通安全川柳コンテスト」の開催について 

    ② 関東圏における自動車事故防止対策検討会成果物の完成について 

    ③ アルコール体質判定パッチを活用した飲酒運転防止講義の実施（試行）に 

ついて 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第２回 交通対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 7 月 17 日（木曜日） 午後 2 時 00 分 

 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 橋 本 龍 太 郎  副委員長 木 村 英 二 

   ・委 員 数 14 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① さいたまトラックファミリーフェア 2025 のイベント内容（案）について 

    ② 令和 8 年 新入学児童へ寄贈する光トラック型防犯ブザーに係る事業者の 

選定（案）について 

    ③ FM NACK5「FANCKY FRIDAY 秋の全国交通安全運動スペシャル」開催 

       に係る交通安全啓発兼事前告知ポスターのデザイン選定（案）について 

    ④ FM NACK5「FANCKY FRIDAY」番組内スポット CM（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 交通対策委員会事業に係る日程について 

上記について、異議なく了承された。 
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○ 令和 7 年度 第３回 交通対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 8 月 27 日（水曜日） 午前 10 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 橋 本 龍 太 郎  副委員長 木 村 英 二 

   ・委 員 数 14 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① さいたまトラックファミリーフェア 2025 開催に向けた協議事案について 

    ② 交通安全大会の運営要領（案）について 

    ③ 埼玉県交通安全対策協議会に係る交通安全功労者等表彰の推薦（案）について 

    ④ 令和 8 年 新入学児童へ寄贈する光トラック型防犯ブザーに係る本体・パッケ 

ージデザイン（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 第 57 回 全国トラックドライバー・コンテスト 埼玉県選考会の結果について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第４回 交通対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 11 月 4 日（火曜日） 午後 0 時 25 分 

・開催場所 埼玉県深谷市黒田 2091－1 

埼玉県トラック総合教育センター 1 階多目的ホール 

   ・委 員 長 橋 本 龍 太 郎  副委員長 木 村 英 二 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

 ① 令和 8 年度 交通安全大使の選任（案）について 

    ② さいたまトラックファミリーフェア 2025 開催に係るその後の進捗について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 埼玉県交通安全対策協議会に係る交通安全功労団体の支部推薦について 

    ② 交通安全大会のアンケート結果について 

    ③ トラックドライバー・コンテスト実科競技練習会のアンケート結果について 

    ④ 事業用トラックの飲酒事案について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第５回 交通対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 12 月 5 日（金曜日） 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区高鼻町 2－276 

料亭 大宮「一の家」 

   ・委 員 長 橋 本 龍 太 郎  副委員長 木 村 英 二 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年度 さいたまトラックファミリーフェア 2025 の開催について 
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    ② NACK5「FUNKY FRIDAY 全国秋の交通安全運動スペシャル」番組の継続の 

可否について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 埼ト協安全運転コンクール・埼玉県高速道路交通安全協議会関係 

合同表彰式の日程について 

    ② さいたまトラックファミリーフェア 2025 の報告について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第６回 交通対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 8 年 2 月 2 日（月曜日） 午後 1 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 橋 本 龍 太 郎  副委員長 木 村 英 二 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 交通対策委員会 事業報告について 

    ② 令和 8 年度 交通対策委員会 事業計画（案）及び予算（案）について 

    ③ 令和 8 年度 安全運転コンクールの実施（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 埼ト協安全運転コンクール・埼玉県高速道路交通安全協議会合同 

表彰式運営要領について 

 

    ② 交通安全功労者等の表彰者決定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

◆ 環境対策委員会 

○ 令和 7 年度 第１回 環境対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

      ・開催日時 令和 7 年 4 月 22 日（火曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 池 永 和 義  副委員長 藤 波 淳 一 

   ・委 員 数 15 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長並びに副委員長の選任について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 環境対策委員会 事業計画及び予算について 

    ② 令和６年度「トラックの森づくり」事業（西部ブロック協議会）について 

    ③ 埼玉県緑化等功労者として知事感謝状の受贈について 

    ④ 第 75 回 全国植樹祭開催に伴う交通規制について 
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上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第２回 環境対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

      ・開催日時 令和 7 年 7 月 30 日（水曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 池 永 和 義  副委員長 藤 波 淳 一 

   ・委 員 数 15 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和６年度「トラックの森づくり」実績報告書及び令和 7 年度「トラックの森 

づくり」活動計画書（案）について 

    ② 令和 7 年度 環境対策委員会の視察について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

 ① ゴミのポイ捨て防止に関するラジオ CM 広報について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第３回 環境対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

      ・開催日時 令和 7 年 9 月 26 日（金曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 埼玉県深谷市黒田 2091－1 

埼玉県トラック総合教育センター １階多目的ホール 

   ・委 員 長 池 永 和 義  副委員長 藤 波 淳 一 

   ・委 員 数 15 名 

 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度「トラックの森づくり」事業（西部ブロック協議会）の申請に 

ついて 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 環境対策委員会の視察調整状況について 

    ② 木育推進園への積み木寄贈について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第４回 環境対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

      ・開催日時 令和 7 年 12 月 17 日（水曜日） 午後 1 時 00 分 

・開催場所 茨城県水戸市見川町 2440－1 

茨城県トラック総合会館 2 階会議室 

   ・委 員 長 池 永 和 義  副委員長 藤 波 淳 一 

   ・委 員 数 15 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 環境対策委員会 事業進捗状況について 

    ② 令和 7 年度 環境講演会の開催（案）について 
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    ② 令和 8 年度 環境対策委員会 新規事業（案）の検討について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度「トラックの森づくり」事業植樹地視察の報告について 

    ② 木育推進園への積み木寄贈式の報告について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第５回 環境対策委員会 （正副委員長 敬称略） 

      ・開催日時 令和 8 年 2 月 3 日（火曜日） 午前 11 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 池 永 和 義  副委員長 藤 波 淳 一 

   ・委 員 数 15 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 環境対策委員会 事業報告について 

    ② 令和 8 年度 環境対策委員会 事業計画（案）及び予算（案）について 

上記について、異議なく承認された。 
 

◆ 災害対策・施設運営委員会 （正副委員長 敬称略） 

○ 令和 7 年度 第１回 災害対策・施設運営委員会 

・開催日時 令和 7 年 4 月 22 日（火曜日） 午後 3 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 織 田  豊  副委員長 宮 岡 耕 治 

   ・委 員 数 15 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長並びに副委員長の選任について 

    ② 埼玉県トラック総合教育センターにおける水銀灯改修工事の業者選定に 

ついて 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 災害対策・施設運営委員会 事業計画及び予算について 

    ② アルコール体質判定パッチを活用した飲酒運転防止講義の実施（試行）に 

ついて 

    ③ 埼玉県トラック協会 各支部と市町村の地域内輸送拠点の現場確認について 

    ④ 事業継続力強化計画（BCP）策定支援事業例集の掲載について 

    ⑤ 国土交通大臣からの「トラック運送業界に対する価格転嫁及び賃上げに 

ついての要請」について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第２回 災害対策・施設運営委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 7 月 30 日（水曜日） 午後 3 時 00 分 
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・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 織 田  豊  副委員長 宮 岡 耕 治 

   ・委 員 数 15 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 埼玉県特別機動援助隊（埼玉 SMART）への車両寄贈について 

    ② 令和 7 年度 災害対策・施設運営委員会の視察について 

    ③ 災害物流専門家の役割と今後の活用について 

    ④ 埼玉県トラック総合教育センター研修機器の更新について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 BCP（事業継続計画）入門セミナーの開催報告について 

    ② 令和 7 年度 さいたま市合同防災訓練・防災フェア（第 46 回 九都県市合同 

防災訓練 中央会場）について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第３回 災害対策・施設運営委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 9 月 26 日（金曜日） 午後 3 時 00 分 

・開催場所 埼玉県深谷市黒田 2091－1 

埼玉県トラック総合教育センター 1 階多目的ホール 

   ・委 員 長 織 田  豊  副委員長 宮 岡 耕 治 

   ・委 員 数 15 名 

 

【審議事項・審議結果】 

    ① 災害時の支援物資輸送の協力に関するアンケートについて 

    ② 防災対策導入促進助成金の助成対象者の拡大について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 埼玉県特別機動援助隊（埼玉 SMART）への贈呈車両の変更に 

ついて 

    ② 災害対策・施設運営委員会の視察調整状況について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第４回 災害対策・施設運営委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 12 月 17 日（水曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 茨城県水戸市見川町 2440－1 

茨城県トラック総合会館 2 階会議室 

   ・委 員 長 織 田  豊  副委員長 宮 岡 耕 治 

   ・委 員 数 15 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 災害対策・施設運営委員会 事業進捗状況について 

        ② 災害物流専門家の県協定派遣要請への対応に向けた取り組み（案）について 
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上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 災害時の支援物資輸送の協力に関するアンケート調査について 

    ② 埼玉県トラック総合教育センターにおける水銀灯改修工事の完了報告に 

ついて 

    ③ 能登半島地震の支援物資輸送に関する視察報告について 

    ④ 国のプッシュ型支援対応の広域物資輸送拠点の訓練について 

    ⑤ 「災害物流専門家研修」の開催状況について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第５回 災害対策・施設運営委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 8 年 2 月 3 日（火曜日） 午後 0 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 織 田  豊  副委員長 宮 岡 耕 治 

   ・委 員 数 15 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 災害対策・施設運営委員会 事業進捗状況について 

    ② 令和 8 年度 災害対策・施設運営委員会 事業計画（案）及び予算（案）に 

ついて 

    ③ 令和 8 年度 埼玉県トラック総合教育センター施設等の改修について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

    ① 茨城県トラック総合会館（防災センター）の視察報告について 

上記について、異議なく了承された。 
 

◆ 経営支援委員会 

○ 令和 7 年度 第１回 経営支援委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 4 月 24 日（木曜日） 午前 11 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 森 田 康 士  副委員長 新 井 宏 幸 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長並びに副委員長の選任について 

    ② 令和７年度 経営支援委員会 事業計画並びに予算概要説明について 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 令和 7 年度 第２回 経営支援委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 12 月 1 日（月曜日） 午後 1 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1－7－5 

      ソニックシティ 9 階 905 会議室 
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   ・委 員 長 森 田 康 士  副委員長 新 井 宏 幸 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 経営支援委員会 事業の執行状況について 

    ② 令和 8 年度 経理部 経営支援課事業の基本的な考え方について 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 令和 7 年度 第 3 回 経営支援委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 8 年 2 月 5 日（木曜日） 午前 10 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 森 田 康 士  副委員長 新 井 宏 幸 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 経営支援委員会事 業の進捗状況について 

    ② 令和 8 年度 経営支援委員会 事業計画（案）並びに予算（案）について 

上記について、異議なく承認された。 
 

◆ 適正化事業推進委員会 

○ 令和 7 年度 第１回 適正化事業推進委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 4 月 17 日（木曜日） 午後 3 時 00 分 

 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 山 田 健 二  副委員長 山 岸  明 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長並びに副委員長の選任について 

    ② 適正化事業推進委員会 令和 7 年度 事業計画及び予算について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

    ① 令和６年度 適正化事業の進捗状況について 

    ② 国土交通大臣からの「トラック運送業界に対する価格転嫁及び賃上げについて 

の要請」について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第２回 適正化事業推進委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 7 月 17 日（木曜日） 午後 3 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 山 田 健 二  副委員長 山 岸  明 

   ・委 員 数 14 名 
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【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長の選任について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 適正化事業の進捗状況について 

    ② 令和 7 年度 安全性優良事業所の申請について 

    ③ トラック・物流 G メンの活動について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第３回 適正化事業推進委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 11 月 4 日（火曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 埼玉県深谷市黒田 2091－1 

埼玉県トラック総合教育センター 1 階多目的ホール 

   ・委 員 長 山 田 健 二  副委員長 山 岸  明 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 物流セミナーの開催等について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 適正化事業の進捗状況について 

    ② トラック・物流 G メンの活動について 

    ③ 巡回指導時の配布資料について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第４回 適正化事業推進委員会 （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 8 年 2 月 2 日（月曜日） 午後３時００分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 山 田 健 二  副委員長 山 岸  明 

   ・委 員 数 14 名 

【審議事項・審議結果】 

 ① 令和 7 年度 適正化事業推進委員会 事業報告について 

    ② 令和 8 年度 適正化事業推進委員会 事業計画（案）及び予算（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 適正化事業の進捗状況について 

    ② 令和 7 年度 物流セミナーの開催等について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度  特別委員会 キックオフ会議 （敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 12 月 9 日（水曜日） 午後３時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 
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埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・会  長 遠藤長俊   副 会 長 川島 満 

   ・協議会長 東部ブロック協議会 藤波淳一、南部ブロック協議会 池永和義 

         西部ブロック協議会 清水英次、北部ブロック協議会 戸谷幸雄 

   ・アドバイザー 流通経済大学 教授 大島弘明 

【審議事項・審議結果】 

    ① 骨子、設置要綱、委員の説明 

    ② 第 1 回特別委員会開催概要 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 令和 7 年度  第 1 回シンクタンク委員会  （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 12 月 23 日（火曜日） 午後３時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 川島 満 

   ・副委員長 東部ブロック協議会 藤波淳一、南部ブロック協議会 池永和義 

         西部ブロック協議会 清水英次、北部ブロック協議会 戸谷幸雄 

   ・委 員 数 15 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 骨子、設置要綱の説明 

ア．特別委員会の委員について 

イ．コンサルタントの選定、運用について 

ウ．特別委員会の名称について 

② 今年度及び来年度のテーマについて 

③ 今後の進め方について 

④ 運輸事業振興助成交付金について 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 令和 7 年度  第 2 回シンクタンク委員会  （正副委員長 敬称略） 

・開催日時 令和 8 年 2 月 16 日（木曜日） 午後３時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 川島 満 

   ・副委員長 東部ブロック協議会 藤波淳一、南部ブロック協議会 池永和義 

         西部ブロック協議会 清水英次、北部ブロック協議会 戸谷幸雄 

   ・委 員 数 15 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① シンクタンク委員会 令和 8 年度事業計画（案）及び予算（案）について 

② 支部・ブロック協議会の事業状況について 

    ③ 視察先の選定及び視察内容、視察時期について 

    ④ 次回委員会開催日時について 

上記について、異議なく承認された。 
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◆ 埼玉県貨物自動車運送適正化事業実施機関 評議委員会  

○ 令和 7 年度 第１回 埼玉県貨物自動車運送適正化事業実施機関 評議委員会 

・開催日時 令和７年 11 月 6 日（木曜日） 午前 10 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 野 尻 俊 明 （委員長 敬称略） 

   ・委 員 数 5 名 

   ・参 考 人 2 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 委員長選出について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 適正化事業の進捗状況について 

    ② 令和 7 年度 安全性優良事業所の申請状況について 

    ③  G メン調査員の活動状況について 

    ④ 令和 7 年度 物流セミナーの開催について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 第 2 回 埼玉県貨物自動車運送適正化事業実施機関 評議委員会 

・開催日時 令和 8 年 2 月 25 日（水曜日） 午前 10 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・委 員 長 野 尻 俊 明 （委員長 敬称略） 

   ・委 員 数 5 名 

   ・参 考 人 2 名 

【審議事項・審議結果】 

    ① 委嘱状の交付について 

    ② 令和 7 年度 適正化事業の事業報告について 

    ③ 令和 8 年度 適正化事業の事業計画（案）について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 令和 7 年度 適正化事業の進捗状況について 

    ② 令和 7 年度 安全性優良事業所の認定状況について 

    ③ 令和 7 年度 物流セミナーの開催について 

上記について、異議なく了承された。 

 

（５）部会の開催状況 

    ◆ 青年部会 

  ○ 令和 7 年度 青年部会 第１回 役員会 （役員 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 4 月 23 日（水曜日） 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 
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埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・部 会 長 石川稔大 

    副部会長 青木祐樹、鶴岡賢一郎、野村 亨、倉林 豊 

    常任幹事 小堀一馬、久米貴士 

    監  事 野口知司、鈴木真隆 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 第 13 回 通常総会について 

    ② 令和 7 年度 青年部会体制について 

    ③ 第 36 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（栃木県）・ 

第 31 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 一般社団法人埼玉県トラック協会 青年部会 第 13 回 通常総会・交流会 

・開催日時 令和 7 年５月 16 日（金曜日） 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 ６階大会議室 

・出席者数 議決権数 21 名 出席者数 21 名 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 6 年度 事業報告及び収支決算承認について 

    ② 幹事の選任及び役員改選、顧問の就任について 

    ③ 令和７年度 事業計画（案）及び収支予算書（案）承認について 

    ④ 感謝状及び委嘱状の贈呈 

上記について、異議なく承認された。 

   ・交 流 会 埼玉県さいたま市中央区新都心 3－2 

         THE MARK GRAND HOTEL  3 階 THE PARK ROOM 

   ・参加者数 交流会 33 名 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第２回 役員会・第１回 幹事会 （役員・幹事 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 5 月 28 日（水曜日）  

役員会 午後 2 時 00 分 

幹事会 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室・6 階大会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 野村 亨、鶴岡賢一郎、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

    幹  事 森田省平、市川裕太、齋藤清和、坪田一斗、熊木宏和、岡崎慶太、 

土屋寛展、髙野 隼、阿部竜也、久保真康、折笠荘八、小辻雅也、 
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中村英一、中村 寿 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 6 年度 青年部会 事業報告及び予算執行状況について 

    ② 第 36 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（栃木県）・ 

      第 31 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

    ③ 令和 7 年度 青年部会事業について 

    ④ 青年部会への入会について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第３回 役員会 （役員 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 6 月 18 日（水曜日） 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 野村 亨、鶴岡賢一郎、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 柿本泰幸 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 6 年度 青年部会 事業報告及び予算執行状況について 

    ② 第 36 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（栃木県）・ 

      第 31 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

    ③ 第 38 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（埼玉県）・ 

      第 33 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

        ④ 令和 7 年度 青年部会事業について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項】 

    ① 今後の予定について 

    ② 青年部会年会費について 

    ③ 埼玉県トラック運送事業者燃料価格高騰支援金について 

上記について、異議なく了承された。 
 

  ○ 令和 7 年度 青年部会 第４回 役員会・第２回 幹事会 （役員・幹事 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 7 月 22 日（火曜日）  

役員会 午後 2 時 00 分 

幹事会 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室・6 階大会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 鶴岡賢一郎、野村 亨、岡崎慶太、小山和倫 
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    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

    幹  事 森田昇平、市川裕太、齋藤清和、坪田一斗、熊木宏和、高橋克弘、 

髙野 隼、久保真康、小磯寛晃、高 賢士郎、奥野英樹、浅見正樹、 

永井洋輔 

    オブザーバー 片岡孝之 

【審議事項・審議結果】 

 ① 令和 7 年度 青年部会 事業報告及び予算執行状況について 

 ② 第 38 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（埼玉県）・ 

第 33 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

 ③ 令和 7 年度 青年部会各事業について 

 ④ 青年部会への入会について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

 ① 全日本トラック協会 青年経営者等による先進的な事業取り組みに対する 

顕彰実施について 

 ② 青年部会年会費について 

 ③ 埼玉県トラック運送事業者燃料価格高騰支援金について 

    ④ 今後の予定について 

    ⑤ 暑気払いについて 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第５回 役員会 （役員 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 8 月 22 日（金曜日） 午後 3 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 鶴岡賢一郎、野村 亨、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

    顧  問 古谷隆之 

    オブザーバー 片岡孝之 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 青年部会 事業報告及び予算執行状況について 

 ② 第 38 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（埼玉県）・ 

第 33 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

    ③ 令和 7 年度 青年部会各事業について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

    ② 埼玉県トラック協会からのお知らせ「立体駐車場解体」 
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    ③ 特別委員会の設置について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第６回 役員会・第３回 幹事会 （役員・幹事 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 9 月 29 日（月曜日）  

役員会 午後 2 時 00 分 

幹事会 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室・6 階大会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 鶴岡賢一郎、野村 亨、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

    幹  事 森田昇平、市川裕太、齋藤清和、坪田一斗、熊木宏和、高橋克弘、 

髙野 隼、久保真康、小磯寛晃、高 賢士郎、奥野英樹、浅見正樹、 

永井洋輔 

    オブザーバー 片岡孝之 

 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 青年部会 事業報告及び予算執行状況について 

② 第 38 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（埼玉県）・ 

第 33 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

    ③ 東部ブロック・南部ブロック合同担当事業について 

    ④ 関東トラック協会 青年部会 令和 7 年度 研修見学会について 

    ⑤ さいたまトラックファミリーフェア 2025 について 

    ⑥ 西部ブロック・北部ブロック合同担当事業について 

    ⑦ 新春研修交流会について 

    ⑧ 青年部会への入会について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 青年部会 チャリティゴルフ交流会 

・開催日時 令和 7 年 10 月 18 日（土曜日） 午前 8 時 23 分 

・開催場所 栃木県宇都宮市上横倉町 1000 番 

      サンヒルズカントリークラブ 

・参 加 者 39 名 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第７回 役員会 （役員 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 10 月 29 日（水曜日） 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 
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埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 鶴岡賢一郎、野村 亨、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 青年部会 事業報告及び予算執行状況について 

② 第 38 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（埼玉県）・ 

第 33 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

    ③ 関東トラック協会 青年部会 令和 7 年度研修見学会について 

    ④ さいたまトラックファミリーフェア 2025 について 

    ⑤ 西部ブロック・北部ブロック合同担当事業について 

    ⑥ 令和 8 年 新春研修交流会について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第８回 役員会・第４回 幹事会 （役員・幹事 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 11 月 11 日（火曜日）  

役員会 午後 2 時 00 分 

幹事会 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室・6 階大会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 鶴岡賢一郎、野村 亨、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

    幹  事 森田昇平、市川裕太、齋藤清和、坪田一斗、熊木宏和、高橋克弘、 

髙野 隼、久保真康、小磯寛晃、高 賢士郎、奥野英樹、浅見正樹、 

永井洋輔 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 青年部会 事業報告及び予算執行状況について 

② 第 38 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（埼玉県）・ 

第 33 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

    ③ 関東トラック協会 青年部会 令和 7 年度研修見学会について 

    ④ さいたまトラックファミリーフェア 2025 について 

    ⑤ 西部ブロック・北部ブロック合同担当事業について 

    ⑥ 令和７年 新春研修交流会について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

- 72 -



    ① 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 青年部会社会貢献活動 

・実施日時 令和 7 年 11 月 23 日（日曜日） 午前 10 時 00 分 

・実施場所 埼玉県深谷市黒田２０９１－１ 

埼玉県トラック総合教育センター 

・参加者数 13 名 

・ 実施内容 埼玉県トラック協会主催「さいたまトラックファミリーフェア 2025」 

に青年部会として飲料販売・駄菓子つかみ取りの出店をした。売上金と 

令和 7 年 10 月 18 日（土曜日）に開催したチャリティーゴルフでの募 

金を合わせ、合計 100,000 円を全日本トラック協会 青年部会が実施し 

ている災害対策義援金についての活動へ全額寄付した。 
 

○ 青年部会 実利につながる勉強会・交流会 

・開催日時 令和 7 年 12 月 6 日（土曜日）  

      勉強会 午後 4 時 30 分 

      交流会 午後 6 時 00 分 

 

・開催場所 勉強会 埼玉県川越市脇田本町 15－13 

          東上パールビルヂング 地下 1 階第一ホール 

      交流会 埼玉県川越市新富町 2－7－5 花田ビル 2F 

          BEER SAURUS JURA（ビア ザウルス ジュラ） 

・参 加 者 54 名 

・講演内容 演 題 「自動点呼機器について」 

講 師 株式会社デンソーソリューション 桜 井 健 太 氏 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第 9 回 役員会 （役員 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 12 月 16 日（火曜日） 午後 3 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 鶴岡賢一郎、野村 亨、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

【審議事項・審議結果】 

    ① 埼玉県トラック協会における新たな特別委員会の設置について 

    ② 令和 7 年度 青年部会 事業報告及び予算執行状況について 

③ 第 38 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（埼玉県）・ 

第 33 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

    ④ 令和 8 年 新春研修交流会について 

上記について、異議なく承認された。 
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   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第 10 回 役員会・第５回 幹事会 （役員・幹事 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年 1 月 28 日（水曜日）  

役員会 午後 2 時 00 分 

幹事会 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室・6 階大会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 鶴岡賢一郎、野村 亨、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

    幹  事 森田昇平、市川裕太、齋藤清和、坪田一斗、熊木宏和、高橋克弘、 

髙野 隼、久保真康、小磯寛晃、高 賢士郎、奥野英樹、浅見正樹、 

永井洋輔 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 青年部会 事業報告及び予算執行状況について 

② 第 38 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（埼玉県）・ 

第 33 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

    ③ 令和 8 年 新春研修交流会について 

    ④ 第 14 回 通常総会の開催について 

    ⑤ 青年部会への入会について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

    ② 当たり屋グループによる被害について 

    ③ 会議用名簿について 

    ④ 会議・新年賀詞交歓会への出席状況について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第 11 回 役員会 （役員 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年 2 月 21 日（土曜日） 午後 3 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

ロイヤルパインズホテル浦和 ４階「ロイヤルクラウン」 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 鶴岡賢一郎、野村 亨、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年 新春研修会の運営について 
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上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

  ○ 令和 8 年 新春研修交流会 

・開催日時 令和 8 年２月 21 日（土曜日）  

      勉強会 午後 4 時 00 分 

      交流会 午後 6 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市浦和区仲町 2－5－1 

      ロイヤルパインズホテル浦和 

・参 加 者 120 名 

・研修内容 演 題 「仕事に活かす 行動心理学」 

講 師 作家/心理学者 晴 香 葉 子 氏 
 

○ 令和 7 年度 青年部会 第 12 回 役員会・第 6 回 幹事会 （役員・幹事 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年 3 月 13 日（金曜日）  

役員会 午後 2 時 00 分 

幹事会 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室・6 階大会議室 

   ・部 会 長 青木祐樹 

    副部会長 鶴岡賢一郎、野村 亨、岡崎慶太、小山和倫 

    常任幹事 小堀一馬、北岩孝志 

    監  事 阿部竜也、柿本泰幸 

    幹  事 森田昇平、市川裕太、齋藤清和、坪田一斗、熊木宏和、高橋克弘、 

髙野 隼、久保真康、小磯寛晃、高 賢士郎、奥野英樹、浅見正樹、 

永井洋輔 

【審議事項・審議結果】 

 ① 令和 7 年度 青年部会 事業報告について 

    ② 令和 8 年 新春研修交流会及び審議事項について 

    ③ 第 14 回 通常総会について 

④ 第 38 回 全日本トラック協会 青年部会 関東ブロック大会（埼玉県）・ 

第 33 回 関東トラック協会 青年部会 チャリティゴルフ大会について 

        ⑤ 青年部会への入会について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

    ② 全日本トラック協会「社会貢献活動」の実態調査について 

上記について、異議なく了承された。 
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◆ 重量部会 

○ 重量部会 令和 7 年度 第１回 役員会 （役員 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 4 月 9 日（水曜日） 午前 10 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

      埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

・部 会 長 野口靖雄  副部会長 大石 登、新井雅史 

・幹  事 添野和良、古屋 武、石川 繁、鶴岡賢一郎、戸谷幸雄、小川貴之、 

江口健太 

   ・オブザーバー 添 野 将 矢 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 6 年度 重量部会 事業報告及び収支報告について 

    ② 令和 7 年度 重量部会 事業計画（案）及び予算（案）について 

    ③ 重量部会規約の変更について 

    ④ 役員の改選について 

    ⑤ 重量部会への入退会について 

    ⑥ 令和 7 年度 重量部会 通常総会の開催について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 重量部会 令和 7 年度 第２回 役員会 （役員 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 6 月 13 日（金曜日） 午後 3 時 30 分 

・開催場所 群馬県渋川市伊香保町伊香保 45 

      伊香保温泉 千明仁泉亭 

・部 会 長 野口靖雄  副部会長 大石 登、新井雅史 

・幹  事 添野和良、古屋 武、石川 繁、鶴岡賢一郎、戸谷幸雄、小川貴之、 

江口健太 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 7 年度 重量部会 通常総会の運営要領について 

    ② 令和 7 年度 配車・営業担当者交流会について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

 ① 令和 7 年度 関東・甲信越重量部会 通常総会について 

 ② 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 重量部会 令和 7 年度 通常総会 

・開催日時 令和 7 年 6 月 13 日（金曜日） 午後４時００分 

・開催場所 群馬県渋川市伊香保町伊香保 45 

      伊香保温泉 千明仁泉亭 

・出席者数 議決権数 29 名 出席者数 23 名（うち委任状 13 名） 
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【審議事項・審議結果】 

 ① 令和 6 年度 事業報告並びに収支決算承認の件 

 ② 令和 7 年度 事業計画（案）並びに収支予算（案）承認の件 

 ③ 重量部会会則改定の件 

 ④ 役員改選の件 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 重量部会 配車・営業担当者交流会 

・開催日時 令和 7 年 8 月 22 日（金曜日） 午後 5 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区仲町 1－123 

      ベルヴィ大宮サンパレス/ＧＬＡＮＺ 

・参加者数 18 名 
 

○ 重量部会 令和 7 年度 第３回 役員会 （役員 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 11 月 17 日（月曜日） 午前 10 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

      埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

・部 会 長 野口靖雄  副部会長 大石 登、新井雅史 

・幹  事 古屋 武、石川 繁、鶴岡賢一郎、戸谷幸雄、小川貴之、江口健太 

    ・オブザーバー 添野将矢 

【審議事項・審議結果】 

 ① 令和 8 年 新春研修会の開催について 

 ② 令和 8 年度 重量部会 通常総会について 

上記について、異議なく承認された。 

【報告事項・報告結果】 

 ① 今後の予定について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 重量部会 令和 7 年度 第４回 役員会 （役員 敬称略） 

・開催日時 令和 8 年 1 月 31 日（土曜日） 午後 3 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区錦町 682－2  JACK 大宮 18 階 

      東天紅 JACK 大宮店 

・部 会 長 野口靖雄  副部会長 大石 登、新井雅史 

・幹  事 古屋 武、石川 繁、鶴岡賢一郎、戸谷幸雄、小川貴之、江口健太 

・オブザーバー 添野将矢 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年 重量部会 新春研修会の運営要領について 

    ② 令和 8 年度 重量部会 通常総会について 

    ③ 令和 8 年度 重量部会 事業計画（案）及び予算（案）について 

    ④ 関東・甲信越重量部会 通常総会について 

上記について、異議なく承認された。 
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○ 重量部会 令和 8 年新春研修会 

・開催日時 令和 8 年 1 月 31 日（土曜日） 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区錦町 682－2  JACK 大宮 18 階 

      東天紅 JACK 大宮店 

・参加者数 23 名 

・研 修 会 演 題 「各改正法の概要と対応について 

          ～改正物流関連法、トラック適正化二法、改正下請法～」 

      講 師 流通経済大学 流通情報学部 教授 大 島 弘 明 氏 
 

◆ 路線部会 

○ 令和 7 年度 第１回 路線部会 役員会 （役員 敬称略） 

・開催日時 令和 7 年 4 月 18 日（金曜日） 午前 10 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

      埼玉県トラック総合会館 5 階中会議室 

・部 会 長 宮下裕太  副部会長 青柳茂雄 

・東部ブロック ブロック長 宗形幸寿  副ブロック長 小泉文彦 

・南部ブロック ブロック長 青柳茂雄  副ブロック長 片山慈章 

・西部ブロック ブロック長 川本拓也  副ブロック長 森 圭司 

・北部ブロック ブロック長 高木秀樹  副ブロック長 阿部克彦 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 6 年度 路線部会 事業報告及び収支決算の承認について 

    ② 令和 7 年度 路線部会 事業計画（案）及び収支予算（案）について 

    ③ 通常総会の開催について 

        ④ 監事の選任について 

    ⑤ 役員の改選について 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 路線部会 令和 7 年度 通常総会 

・開催日時 令和 7 年 7 月 18 日（金曜日） 午後３時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区北袋町 1 丁目 299 番地 3 

      埼玉県トラック総合会館 6 階大会議室 

・参加者数 議決権数 54 名 出席者数 47 名（うち委任状 32 名） 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 6 年度 事業報告並びに収支決算承認の件 

    ② 令和 7 年度 事業計画（案）並びに収支予算（案）承認の件 

    ③ 路線部会会則の改正（案）の件 

    ④ 役員の改選（案）の件 

上記について、異議なく承認された。 

     ⑤ 研 修 会 演 題 「改正貨物自動車運送事業法の解説」 

         講 師 株式会社 NX 総合研究所 

ゼネラルマネージャー 金 澤 匡 晃 氏 
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○ 令和 7 年度 第２回 路線部会 役員会 （役員 敬称略） 

・開催日時 令和 8 年 2 月 27 日（金曜日） 午後 2 時 50 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市中央区新都心 2－2 

      ホテル ブリランテ武蔵野 5 階コスモス 

・部 会 長 宮下裕太  副部会長 青柳茂雄 

・東部ブロック ブロック長 宗形幸寿  副ブロック長 小泉文彦 

・南部ブロック ブロック長 青柳茂雄  副ブロック長 片山慈章 

・西部ブロック ブロック長 川本拓也  副ブロック長 森 圭司 

・北部ブロック ブロック長 羽澤大樹  副ブロック長 渡邉重人 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年度 路線部会 事業計画（案）について 

    ② 令和 8 年 新春研修会・交流会の運営要領について 

    ③ 令和 8 年度 第１回役員会の開催について 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 路線部会 令和 8 年 新春研修会 

・開催日時 令和 8 年 2 月 27 日（金曜日） 午後 3 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市中央区新都心 2－2 

      ホテルブリランテ武蔵野 5 階フリージア 

・参加者数 20 名 

・研 修 会 演 題 「不正配送等事件の現状について」 

      講 師 埼玉県警察本部 刑事部組織犯罪対策局  

組織犯罪対策局 組織犯罪対策第二課 

外国人安全対策係 小 林 和 絵 氏 

          演 題 「高速道路における事故事例と安全走行について」 

          講 師 埼玉県警察本部 高速道路交通警察隊 

                           隊 長 補 佐 神 野 隼 一 氏 
 

  ◆ 海上コンテナ部会 

  ○ 令和 7 年度 第１回 海上コンテナ部会 役員会 （役員 敬称略） 

   ・開催日時 令和 7 年 4 月 23 日（水曜日） 午後 5 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区錦町 682－2 JACK 大宮 18 階 

      東天紅 JACK 大宮店 

   ・部 会 長 穐山正明  副部会長 齋藤増男、宮地 宙、小笠原龍美、古越 誠 

   ・幹  事 和田拓也、奥澤 崇、小山武彦 

   ・監  事 小澤常泰 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 6 年度 海上コンテナ部会 事業報告及び収支報告について 

    ② 令和 7 年度 海上コンテナ部会 事業計画（案）及び収支予算（案）について 

    ③ 第 15 期 通常総会の運営要領（案）について 

    ④ 役員の改選について 

上記について、異議なく承認された。 
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【報告事項・報告結果】 

    ① 第 26 回 東京港待機時間調査ご協力のお願いについて 

    ② 退会事業者について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 第 15 期 海上コンテナ部会 通常総会 

・開催日時 令和 7 年 6 月 17 日（木曜日） 午後 3 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市中央区新都心 3－2 

      THE MARK GRAND HOTEL 5 階 GRAND ROOM 

・参加者数 議決権数 27 名  出席者数 21 名（うち委任状 10 名） 

【審議事項・審議結果】 

 ① 令和 6 年度 事業報告並びに収支決算承認の件 

 ② 令和 7 年度 事業計画（案）並びに収支予算（案）承認の件 

 ③ 役員の改選について 

上記について、異議なく承認された。 
 

○ 海上コンテナ部会 創立 15 周年記念式典・祝賀会 

・開催日時 令和 7 年 9 月 18 日（木曜日） 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市中央区新都心 3－2 

      THE MARK GRAND HOTEL 5 階 GRAND ROOM 

     ・ご 来 賓 一般社団法人 埼玉県トラック協会 会 長 遠藤長俊氏 

          公益社団法人 全日本トラック協会  

海上コンテナ部会 部会長 藤木幸二氏 

          関東トラック協会 海上コンテナ部会 部会長 宮治 豊氏 

          一般社団法人 茨城県トラック協会 

                  海上コンテナ部会 部会長 安 幹雄氏 

 

          一般社団法人 栃木県トラック協会 

                 海上コンテナ部会 副部会長 南木良雄氏 

          一般社団法人 群馬県トラック協会 

                  海上コンテナ部会 部会長 阿部昌幸氏 

          一般社団法人 千葉県トラック協会 

                  海上コンテナ部会 部会長 仲田一巳氏 

          公益社団法人 全日本トラック協会 

輸送事業部 部 長 土屋文昭氏 

          衆 議 院 議 員              野中 厚氏 

          衆 議 院 議 員                            森田俊和氏 

          埼 玉 県 議 会 議 員            千葉達也氏 

          公明党 埼玉県本部         顧 問 矢倉克夫氏 

    ・参 加 者 17 名 
 
 
 

- 80 -



○ 海上コンテナ部会 令和 7 年度年末意見交歓会 

・開催日時 令和 7 年 11 月 26 日（水曜日） 午後 4 時 00 分 

・開催場所 埼玉県春日部市中央 1－11－6 M3 ビル 1 階 

      満哩河家 KⅢ 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年 海上コンテナ部会 新春研修会の開催について 

        ② 今後の予定等について 

上記について、異議なく承認された。 

   ・参加者数 9 名 
 

○ 令和 7 年度 第２回 海上コンテナ部会 役員会 （役員 敬称略） 

   ・開催日時 令和 8 年 2 月 25 日（水曜日） 午後 2 時 00 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区錦町 682－2 JACK 大宮 18 階 

      東天紅 JACK 大宮店 

   ・部 会 長 穐山正明  副部会長 齋藤増男、宮地 宙、小笠原龍美、古越 誠 

   ・幹  事 小山武彦、小澤常泰 

   ・監  事 荻山晃男 

   【審議事項・審議結果】 

    ① 令和 8 年度 海上コンテナ部会 事業計画（案）及び令和 8 年度 第１回役員会 

並びに通常総会の日程について 

    ② 令和 8 年 海上コンテナ部会 新春研修会・懇親会の運営要領について 

上記について、異議なく承認された。 

   【報告事項・報告結果】 

    ① 第 26 回 ・第 27 回 東京港待機時間調査について 

    ② 第 68 回 全日本トラック協会 海上コンテナ部会 通常総会について 

上記について、異議なく了承された。 
 

○ 海上コンテナ部会 令和 8 年新春研修会 

   ・開催日時 令和 8 年 2 月 25 日（水曜日） 午後 3 時 30 分 

・開催場所 埼玉県さいたま市大宮区錦町 682－2 JACK 大宮 18 階 

      東天紅 JACK 大宮店 

・ご 来 賓 関東トラック協会 海上コンテナ部会 部会長 宮治 豊氏 

   ・参加者数 15 名 

   ・研 修 会 演 題「現場とシステムの連携による 

新しいコンテナ物流・ドレージの可能性について」 

         講 師 トヨタ自動車株式会社 One Stream 

代 表 足 立 聡 史 氏 

４ その他行事 

○ 社団法人認可 50 周年記念事業「アジアにおける流通・物流視察研修 2024」解団式 

 ・開催日時 令和７年 5 月 31 日（土曜日） 午後 5 時 30 分 

 ・開催場所 埼玉県さいたま市中央区新都心 2－2 

       ホテルブリランテ武蔵野 6 階「藤」 
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 ・参 加 者（順不同・敬称略） 

【団 長】   久喜支部 青翔運輸株式会社 古谷隆之 

【オブザーバー】深谷支部 株式会社瀨山通  瀬山 豪 

                深谷国際外語学院 藤村和弘 

        HIKARINHON 株式会社 HOANG QUOC NAM 

（草加支部）株式会社富士運輸倉庫 渋谷篤史、（草加支部）株式会社 

パルプ運輸 小澤隆善、（草加支部）エスエス流通倉庫 渋谷修治、（越 

谷支部）吉川自動車運送株式会社 富澤孝一、（久喜支部）トーエイ物 

流株式会社 大槻正平、（川口支部）今井運輸有限会社 今井雅彦、（浦 

和支部）有限会社百丈梱包運輸 金子泰凛、（戸田蕨支部）株式会社エ 

ー・シー・トランスポート 篠田昌孝、（戸田蕨支部）土屋運輸株式会 

社 土屋寛展、（戸田蕨支部）東洋社物流株式会社 野村健次、（大宮 

支部）株式会社エス・リンク 土田武士、（大宮支部）株式会社ショー 

モン 岡崎真吾、（鴻巣支部）有限会社木村運送 木村英二、（所沢支 

部）株式会社石川興業運輸 石川稔大、（いるまの支部）株式会社啓和 

運輸 川島悠生、（いるまの支部）西武通運株式会社 金井亮介、（朝 

霞支部）清水運輸株式会社 清水英次、（熊谷支部）株式会社井上運送 

井上 涼、（深谷支部）株式会社瀨山通 瀬山喜貴、（深谷支部）北関東 

陸運株式会社 井田雄、（秩父支部）協同貨物自動車株式会社 浅見禄 

郎一般社団法人埼玉県トラック協会 池田 豊、川﨑公郎、田島領司、 

大橋良平 

 

４ 基金造成事業等 

（１）基金利子の活用状況 

① 基金利子活用状況 

ア．ポスト新長期資金融資（令和 7 年度新規分）    15 件    261,190,000 円 

イ．一般資金融資 （令和 7 年度新規分）       0 件         0 円 

ウ．利子補給額                                   3,972,503 円 

 

② 従業員サービスセンター利用状況 

    施 設 名 利用件数 利用者数 

東部従業員サービスセンター  114 件 1,642 人 

西部従業員サービスセンター 43 件 757 人 

合    計 157 件 2,399 人 
 

③ 他の融資制度に対する助成 

ア．「セーフイティネット制度融資に伴う信用保証料助成金」の交付 

                                0 件            0 円 

   ④ 出捐金 

全日本トラック協会が全国規模で実施する事業に資するため、交付金の 23.0％に

相当する事業に対し 260,269,610 円出捐した。 
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